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スポーツ・武道実践科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　柔道の国際化における課題と対策及び競
技力向上・普及発展,指導法の構築に関す
る研究を行いました。国内および海外から
多くの柔道家を受け入れ,柔道指導に関す
る講義や国際交流を行いました。また,指
導者として各国に招聘され,日本の伝統的
な基本技術を中心に応用技術までの指導を
実施しました。
　体と健康,知的障がい者を対象とした柔
道療法に関する学会発表等を実施し,柔道
を通して社会貢献活動を行いました。さら
に,武道必修化に向けた指導者講習会,わ
かりやすい柔道授業を行うための教材作成
も試みました（初転君柔道衣およびシート
・トライアングルセオリーシート）。

柔道指導・研究調査活動

1）肝属地区柔道会において,指導者を対
象に審判講習会,強化指導部長として
活動

2）青少年柔道育成大会「日の丸柔道キッ
ズ」にて実技指導

3）フランス柔道連盟ツールーズ柔道クラ

ブ指導者2名及びマルセイユ指導者4
名を受け入れ,国際交流活動

4）ドイツ柔道連盟からEUを中心とした
国際合宿（ベルリン・リンダウ）に招
聘され,実技指導を行い,武道の国際
的普及発展に寄与することができた。

5）肝付町高山やぶさめ祭奉納柔道大会・
鹿屋市少年柔道学年別選手権大会・鹿
屋市市長旗柔道大会を運営し,学生を
審判・補助係員として派遣

6）大隅地区柔道会主催錬成会及び近隣少
年柔道クラブでの指導

7）日本武道一般社団法人　障害者武道協
会　常務理事として活動　

8）KAPICアドバイザー委員会委員とし
て活動

9）第15回濱田初幸杯柔道大会にて講演及
び講師として実技指導

学術研究論文

1）Synthesis of Ester-linked Taxol-glycoside
Conjugate and Its Application to Drug
Delivery System Using Immunoliposome
Targeted with Trastuzumab and

　　　　　　濱
はま

　田
だ

　初
はつ

　幸
ゆき

　　　教授

　　□「柔道における競技力向上論・指導法の構築」「障がい者を対象とした柔道療法の研究」
　　□「武道国際化における課題と対策」「体と健康に関する研究」



Cetuximab, Hiroki Hamada, Shouta 
Okada, Noriyoshi Masuoka, Hatsuyuki 
Hamada, Kei Shimoda and Katsuhiko 
Mikuni, Natural Product Communications, 
13, 7, 807-808, 2018, 6(共).

2）Application of Racemization Process to 
Dynamic Resolution of（RS）-Phenylephrine 
to (R)-Phenylephrineβ-D-Glucoside by 
Nicotiana tabacum Glucosyltransferase, 
Yuya Fujitaka, Daisuke Uesugi, Hatsuyuki 
Hamada, Hiroki Hamada, Kei Shimoda, 
Masayoshi Yanagi, Manami Inoue, Natural 
Product Communications, 13, 11, 1465-
1466, 2018, 7(共).

3）Resveratrol Oligosaccharide Induces 
mRNA Expression for SIRT, Hiroki 
Hamada, Kei Shimoda,Yasukazu Saitoh, 
Shouta Doi, Yuya Fujitaka, Tsubasa Ono, 
Hatsuyuki Hamada and Minami Araki, 
Natural Product Communications, 13 ⑷ 
455-456, 2018, 10(共).

4）Synthesis of ester-linked Docetaxel-
glycoside Conjugate and Its Drug 
Delivery System using Hybrid-
bio-nanocapsules Targeted with 
Trastuzumab and Cetuximab,Yuya 
Fujitaka, Hiroki Hamada, Hatsuyuki 
Hamada, Noriyoshi Masuoka, Kei 
Shimoda, Natural Product Communications,

 14 ⑹, 1-3, 2019（共）.
5）Glycosylation of Piceid and Resveratroloside 

by Phytolacca americana glucosyltransferase 
expressed in Escherichia coli, Kei 

Shimoda, Naoji Kubota,Yuya Fujitaka,  
Shouta Doi, Kohji Ishihara, Hatsuyuki 
Hamada and Hiroki Hamada, Natural 
Product Communications, 14 ⑺, 1-2,
2019（共）.

6）中学校体育授業における柔道の楽し
さ:生徒の自由回答データの計量的
分析,日本武道学会, 51, 3, 181-189, 
2019(共).

7）日本人の大学生女子柔道選手における
体重とFFMIならびにFMIの関係,
日本武道学会,51, 3, 173-179, 2019(共).

8）44. Int. Judo-Sommerschule(DVD), 
Hatsuyuki Hamada, Marko Spittka, Ralf 
Lippmann, Marco Sielaff, DJB/KJL, 2018, 
10(共)

学会発表

1）柔道の大外刈に対応する片手打ち後ろ
受身の効果,日本武道学会第51回大
会,2018,9(共).

2）筋電と加速度から推定する後受身時の
頭頸部筋力発揮,日本武道学会第51回
大会,2018,9(共).

講演活動

1）愛媛県立津島高等学校創立70周年記念
式典にて講演,「陸の孤島からの挑戦
－母校の学びを支えに－」,2018,11.

これからの研究の展望

　柔道初心者に対して,「安全でわかりや
すい」柔道指導方法や高度な競技力の向上



に繋がる「効果的なトレーニング,練習方
法」を独自の理論で構築,柔道の普及発展
に貢献していかなければならないと考えて
います。特に科学研究費補助金を獲得し
た,前回り受身学習用柔道衣「初転君」の
効能を科学的に検証していきます。（柔道
指導用教材・「初転君」及び「初転君シート・
トライアングルシート」の開発）。
　競技者あるいは世界選手権・オリンピッ
クコーチとしての経験から学んだ「勝つ」,
また「強くなる」といった観点から国際レ
ベルで戦うことができる選手育成を目指し
た強化のための実践的研究も行っていま
す。
　地域の柔道会（肝属地区柔道会）と連携
を図り,鹿児島国体に向けた選手強化育成,
少年を対象にした「級制度」の審査システ
ム,「障がい者柔道療法の支援」に関する
共同研究を実施しています。
　柔道・武道の発展を鑑み,国際性を身に
つけたグローバル化社会に貢献し得る人材
養成を目指し,国際交流による外国チーム,
選手の受け入れや海外派遣を実施していき
ます。
　また,生涯学習の視点から「講道館柔道
の形」,「知的障がい者の柔道指導方法」「中
高一貫教育における武道の推進」に関する
研究も着手検討中です。特に共同研究を進
めている「柔道療法」は,新聞等で大々的
に報道され,知的障がい者の自立支援に向
けて,科学的データに基づいた検証が求め
られています。さらに健康に関する研究の
一環として,スポーツ飲料に含まれている

成分の代謝研究から「有効成分の解明」や
「骨強度に関する研究」など生理学的研究
も他機関との連携を図りながら究明してい
きたいと考えています。大学改革の波が押
し寄せている中,さらなる教育,研究の研
鑽,地域及び国際貢献に寄与していかなけ
ればならないと考えています。



スポーツ・武道実践科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成３０年度の研究内容とその成果

着地の調整力向上トレーニング　総集編①

[はじめに]

　これまで９年間にわたり「着地における
調整力向上トレーニングの練習方法」をい
ろいろな角度から検討して研究してきまし
た。今回と次回は総集編として，これまで
の研究をまとめていきたいと思います。
　体操競技は男子で６種目の器具を行うた
め，演技終末技における着地が６回ありま
す。それに加えて「ゆか運動」には５－６
のシリーズ（タンブリング）があり，それ
ぞれに３－４回の連続宙返りが組み込まれ
ることから，この種目だけは１５－２０回の着
地が行われます。男子体操競技全体で２５回
行われることになり，もし１回で０.１の減
点があると全部で２.５の減点となり，個人
総合の試合では１０－２０位ぐらい順位が下が
ることが予測されます。このように大切な
部分でありながら，意外とその練習方法は
確立されていないのが現状なのです。
　練習方法に関してはこれまでに９回掲載
してきました。大きく分けると，「着地を
静止して止める練習」と「降りてきて一度

足は着くが再度けりに入るリバウンド」に
分けられます。どちらにも共通していえる
ことは，足が着くときに重心が身体の中心
に入ってくることでありますが，もう一つ
重要なことに「修正する」という要素が入っ
てきます。常に重心が体の中心に入ってく
れば着地も容易に静止できますが，体操競
技では種目数や着地数が多いことと，終末
技に高難度のわざを取り入れないと上位を
狙えないということから，相当数の練習量
を積んで試合に臨むわけですが，全ての重
心を中心に持ってくることは至難の業であ
ります。よって，着地時での重心位置が少
しずれたときの修正する能力が，どうして
も必要になってきます。修正能力は技術的
なことと感覚的なことがありますが，どち
らもこれまでの９回の練習方法で網羅され
ています。修正力は調整力と大きく関与し
ており，私の研究の場合は調整力という形
で扱っています。
　練習方法では，主な用具としてなわとび
やトランポリンを使います。どちらも容易
に跳ねることができ，１回の負担が少ない
ことから回数を重ねることができる利点が
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　　教授

　　□着地技術に関する研究
　　□体操競技における動作分析



あります。そして繰り返し練習すること
で，下肢や体幹の筋力効果もあるので補強
運動も兼ねられます。練習方法は大きく分
けて２種類あります。一つは，空中に出た
後に多種多様な動きをして「着地を静止
する」方法であり，実際の体操競技の着地
練習になりますが，鉄棒などの各器具から
行う終末技で練習することに比べると，回
数が重ねられるという利点があります。二
つめの練習方法は，空中に出た後に多種多
様な動きをして着地をした瞬間に次の蹴り
（ジャンプ）を行う「リバウンドする」方
法であります。これは，近年のゆか運動が
連続技系高難度技で５－６シリーズ行う傾
向になってきたことから，新たに考えたト
レーニング方法です。どちらも重心が体の
中心に来るか，ずれていたときには中心に
持ってくる修正を行うという練習でありま
す。前述しましたが，どちらかというとこ
の調整力を使用した方が，重心を体の中心
に持ってこられる範囲が大きくなるので静
止できる確率は大きくなるのです。
　今回はここまでにして，次回はさらにま
とめ上げて総集編としたいと思っていま
す。

これからの研究の展望

　次回は「調整力トレーニング総集編②」
として，さらに大きな視野から見てまとめ
てみたいと思います。



スポーツ・武道実践科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　よくスポーツ選手の競技力向上に関し
て，「心技体」といわれ「スポ根」を連想
してしまい避けて通りがちです。しかし，
いまではスポーツ科学を駆使し「メンタル
（心理）」，「スキル（技術）」，「フィジカル（体
力）」を向上させることがだれにでも可能
になってきています。また世界各国のトッ
プアスリートに共通のテーマです。本学で
はその中でも，総合領域の「タクティクス
（戦術）」について研究を進めています。
「技」=「スキル（技術）・タクティクス（戦術）」
　球技スポーツの中で，バレーボールの特
性として，ボールをつかんではいけないし，
自分のコートにボールを落としてもいけな
い競技です。特に「技術」とは，「ボール
コントロール」を言います。
　そこで，「ジュニア（小中学生）選手」
及び「ジュニア選手を指導するコーチ」の
ために独自に作成したプログラムを，広く
指導者講習会等で活用しています。
　キーワードは，トス・スパイク系の攻撃
技術を中心に学習する「ジャンプトス」で
す。具体的には，「直上ジャンプトス」か

ら「セミクイック」へのコンビネーション
プレイを，二人組で学習するところから
入っていく構成にしました。
Ａ．ジャンプトスの練習
　ドリル①　投げ上げボールのジャンプ
キャッチ　ポイント：セッター自身の最高
点でキャッチ

　パートナーのスローイング安定化とセッ
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じ

　　教授

　　□バレーボールにおける競技力向上のための研究
　　□バレーボールのコーチング力向上



ターのジャンプ（踏切）タイミング合わせ
を中心に。

ドリル②　投げ上げボールのジャンプトス
　セッターはジャンプの頂点でボールに
タッチし，触って「置いてくる」のイメー
ジを体得する。

ドリル③　二人で「ワン，ツウ」連続ジャ
ンプトス

　スローアー（最初に投げ上げした者）
が，球出し直後にセッターに近づき，自分
もジャンプトスをする。二人が1回ずつ
「ワン，ツウ」のリズムで空中ボールタッ
チをする。 個人戦術

　このように，ジャンプトスを数多く練習
することで，ジュニア期の選手達は「ボー
ル勘（空間認知）」が養われます。また，
あまりチカラを要しない（タイミングだけ）
ためボールに慣れ親しむことが出来ます。

これからの研究の展望

　このバレーボールプログラムをマニュア
ルにしています。その内容（写真やイラス
ト，動画を多く採用し分かりやすくしまし
た）は，技術及び戦術のみならず，バレー
ボール競技の特性，６人制ルールの解説（主
審・副審・ラインジャッジ・記録），簡単
なゲーム分析シート，大会運営方法なども
含まれています。数多くの方に活用してい
ただき，ジュニア選手の育成や発掘の一助
になればと思います。
　よかったら鹿屋体育大学球技体育館バ
レーボール練習室に来て見ませんか？見学
でもいいですよ。
　また，夏は「バレーボール・サマーキャ
ンプ」，冬は「バレーボール・ウィンターキャ
ンプ」を小中学生対象に行っています。一
緒にバレーボールをやりましょう！



Let’s Play VolleyBall !!



スポーツ・武道実践科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　武道の一つである剣道は，武術として日
本刀での剣術から，時代の変遷を経て竹刀，
防具の開発により竹刀で打突し合うに至り
ました。近年競技性の著しい発展が見られ
るなかで，歴史ある武道としての文化性や
伝統性を内包しながら歩み進んでいます。
　これまで技術的な課題の克服や効率的な
指導法など，競技者と指導者の両面の立場
から競技力向上に向けた技術面に関する実
践的な研究をすすめてきました。30年度は，
足構えにおける左足踵に着目し，その離床
の重要性について検討しました。詳細はス
ポーツパフォーマンス研究をご参照くださ
い。

これからの研究の展望

　これまでに実施してきた研究と同様に，
指導現場や剣道実践者にダイレクトに還元
できる研究を行っていきたいと考えていま
す。特に，初心者における剣道の効率的な
指導法や，鍛錬者における打突動作の悪癖
を修正するための工夫について実践的な検
証を行い，その有用性について提示したい

と思います。 
　一方で，本学は武道課程を有する体育大
学ですので，我々は技術向上への研究や取
り組みと並行して，武道の特性を踏まえた
本質的な剣道を次世代に継承する使命も忘
れてはならない立場にあります。昨今の剣
道は，国内はもちろん，世界規模での剣道
大会（試合）の隆盛による競技化が進む一
方で，武道としての剣道の特性が失われる
ことへの懸念の声が後を絶ちません。した
がって，長期的な視点においては，技術的
研究と並行し，剣道の歴史的背景や精神性
を踏まえた剣道の本質的な修錬（上達論）
と現代剣道の技術（勝負論）との融合，連
結を示唆するための研究をすすめ，伝統文
化としての剣道の普及と伝承に貢献してい
きたいと考えています。
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　　准教授

　　□「剣道における実践的技術研究」
　　　�剣道の歴史文化，特性を踏まえた，現代剣道の効果的な指導法及び稽古法について
　　　の実戦的な研究。



スポーツ・武道実践科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

■�中長距離走のランニング技術（ランニン

グフォーム）の研究推進

　本学のスポーツパフォーマンス研究セン

ター（以後，SPセンター）にて，中長距
離走選手のランニング技術の測定法および
評価法に関する研究を行いました。詳しく
は，SPセンター内の50ｍフォースプレー

　　　　　　松
まつ

　村
むら

　　　勲
いさお

　　准教授

　　□�主に陸上競技中長距離走の競技力向上のためのトレーニングやコンディショニン
グ，コーチングの研究を行っています。

図１　ＳＰセンターでの実施図

 

写真１　測定風景 写真２　フィードバック風景



ト走路を活用し，直走路での地面反力等の
データと，約170ｍの周回走路を設置し，
その周回での地面反力等のデータを収集し
ました。

これからの研究の展望

　SPセンターでの中長距離選手のランニ
ング技術の測定法，評価法を構築，完成さ
せていくことが，現在の私の大きな研究課
題です。その他，中長距離走の実践現場に
役立つトレーニング法やコンディショニン
グ法，コーチング法を研究していくことも，
引き続き実施していきます。



スポーツ・武道実践科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　陸上競技の跳躍種目において要求される
能力の一つにバネ能力があります。筋は短
縮前に引き伸ばされることで，その後の
短縮が大きくなる特性を持っており，伸
長 ‐ 短縮サイクル(SSC)運動と呼ばれ
ております。このSSC運動を利用したエク
ササイズはプライオメトリックスと呼ば
れ，その場で行うリバウンドジャンプ(RJ)
やリバウンドドロップジャンプ，水平移動
を含むハードルジャンプ，立五段跳，助走
付五段跳，バウンディングといった方法が
実践の場では用いられています。
　平成30年度では，水平方向のプライオメ
トリックスの一つである助走付五段跳の総
跳躍距離を延伸する方法に関する研究を進
めてきました。助走付五段跳は，助走で高
めたスピードを維持しながら跳躍距離を獲
得することを目的とする運動であり，総跳
躍距離とスプリントパフォーマンスや跳躍
能力(IAAF score)との間に相関関係が
あることが報告されています。助走付五段
跳の総跳躍距離を延伸する方法の一つとし
て，着地のブレーキロスを少なくするため

に，積極的着地の利用が考えられます。積
極的着地とは，空中局面において踏切脚が
前方へ差し出され，次いで振込動作ととも
に自由脚とのはさみつけ運動によって，地
面キャッチの瞬間を目がけて勢いよく引き
戻される動作であり，実践の場ではシザー
ス動作と呼ばれています。このシザース動
作を即時的に強調させる方法はないか考
え，補助器具を製作し，その効果を検証し
ています。

これからの研究の展望

　平成30年度では，補助器具を用いて助走
付五段跳の跳躍距離に及ぼす影響を検討し
ました。この研究では，１名の対象者によ
る事例研究であることから，補助器具が
様々な競技者に適用できるかどうかを検討
しております。
　また，この補助器具がバウンディング動
作以外のフォームやパフォーマンスに及ぼ
す影響について検討する予定であります。
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　　□陸上競技のトレーニングに関する研究
　　□プライオメトリックス初心者のための指導法に関する研究



スポーツ・武道実践科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　私の専門領域である剣道は，「剣道は剣
の理法の修錬による人間形成の道である」
を理念に掲げ，「わざ」と「こころ」の事
理一致による修錬を通じて，真の自己のあ
り方を求める修行です。剣道では，自得・
体得が基本ですが，この大きな目標に対し
て，同じように「道」を志す学生とともに，
日々精進しているところです。
　授業や部活動を通じた稽古法や指導法の
研究と実践により，学生の剣道技術向上に
努めております。
　具体的な研究内容については下記の通り
です。
❖�　剣道における踏み込み音の違いが，打
突における冴えや強度の評価に及ぼす影
響について検討しました。その結果，異
なる踏み込み方による音の違いおよびそ
の音量は，冴えや強度の評価に影響を及
ぼすことが明らかとなりました。また，
足裏全体で床に接地する踏み込み方に
よって発生する音が好まれるとの知見が
得られました。【剣道における踏み込み
音の違いが打突の冴えや強度の評価に及

ぼす影響】
❖�　剣道の打突時複合音（発声，打突音，
踏み込み音）における踏み込み音に着目
し，踏み込み音が小手打ち時の打突の評
価に及ぼす影響について検討しました。
その結果，剣道実践者は有効打突の取得
のために，踏み込み音に着目した改善の
工夫（取り組み）が有益であることが明
らかとなりました。また，剣道の審判が
有効打突を判定する際には，打突を確実
に眼で見定める能力と，打突音と踏み込
み音を聞き分ける能力が必要であるとの
知見が得られました。【大学剣道におけ
る女子競技者の踏み込み音が打突の評価
に及ぼす影響】
　以上の研究により，踏み込み音と打突の
評価との関連が明らかになりました。また，
これまで注目されることの少なかった「踏
み込み音」に着目し検討したことで，今後
の研究の手がかりや課題が明らかとなりま
した。なお，これらの研究は，JSPS科研
費JS17K13140若手研究（B）の助成を受け
たものです。
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　　□�剣道の稽古を通じて，剣道を正しく理解し，実践，指導することで，稽古法及び
指導法の研究を行っております。特に，剣道の踏み込み動作によって発生する「踏
み込み音」に着目した研究に取り組んでおります。



これからの研究の展望

　今後も日々の稽古の中で，「わざ」と「こ
ころ」を磨き，体験を活かした稽古法及び
指導法の研究と実践を行って，現場に還元
できるようさらに研究を進めたいと考えて
おります。また，剣道は世界大会も実施さ
れており，国際的に普及しつつあります。
これらの研究成果が，更なる剣道の普及と
正しい剣道の伝承・継承に役立つよう，国
内はもちろんの事，海外にも発信していき
たいと考えます。
　具体的な今後の研究内容については下記
の通りです。
❖�　剣道の打突の判断においては耳で聞く
ことも求められます。しかし，実際に剣
道競技者が，打突動作に伴って生じる発
声，打突音，踏み込み音などの音をどの
ように捉えているかは不明です。そこ
で，剣道における打突動作に伴って生じ
る発声，打突音，踏み込み音を大学剣道
競技者が実践時および審判時に「どのよ
うに捉えているか」について明らかにす
ることを目的として，大学生剣道競技者
に対し，実践時と審判時に分け，剣道に
おける打突動作に伴って発生する音に関
するアンケート調査を実施しました。本
調査では，打突に伴って発生する音に着
目する必要性や，今後，この種の研究を
進めるための手がかりや課題を得られる
ことが期待されます。なお，本研究は，
JSPS科研費JS17K13140若手研究（B）
の助成を受けたものです。
❖�　剣道における傷害は踵部に多く，これ

は剣道の特有の動作である踏み込み動作
と関連が深いとされています。そこで，
踏み込み動作の修正により右足踵部痛を
改善した剣道競技者（S競技者）の取り
組み事例について分析しました。具体的
にはある剣道競技者における，足裏全体
踏み込みの習得過程と右足踵部痛改善前
後の動作について比較しました。本事例
では，右足踵部痛の改善や踏み込み動作
を見直したいと考える剣道競技者に対
し，具体的な取り組み方法を示すことが
期待されます。
❖�　剣道の踏み込み動作の違いにより踏み
込み音が異なることや，その音が打突の
評価に影響を与えることが明らかとなっ
ています。また，踏み込み動作の違いは
右足踵部痛の発生にも影響することが予
測されます。そこで，踏み込み動作によ
る足底力と踏み込み音に着目し，右足踵
部痛の改善前後を比較したいと考えてお
ります。本実験では，剣道における傷害
予防と競技力向上の両面から剣道の踏み
込み動作を検討し，技術指導に活用可能
な知見の提示が期待されます。なお，本
実験は，JSPS科研費JS17K13140若手研
究（B）の助成を受けております。
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平成30年度の研究内容とその成果

【スピード，回転数に基づいたテニスの技

術評価】

　テニスのサービスやグラウンドストロー
クの技術を評価するためには，スピードだ
けでなくボールにどれだけの回転を与えて

いるかという要素も重要です。最近ではテ
レビ放映等でも試合中の打球のスピードや
回転数，ネットの通過位置などの打球デー
タが示されるようになってきました。そう
した打球データを収集して，様々なレベル
の選手の技術を評価する試みがなされてい
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　　□�スピード，回転数に基づいたテニスの技術評価
　　□�テニスのコーチング

図１　�ジュニア，日本トップおよび世界トップ選手のサービススピードと回転数の関係（世界トップ
選手のデータは村松ら（2015）から）



ます。例えば，図１のように世界トップ，
日本トップ，日本トップジュニア，それぞ
れのレベルの選手のサービスのスピードと
回転数を比較したところ，競技レベルの高
い順に，スピードも高く回転数の多い打球
でプレーしていることが明らかとなりまし
た。
　当然，スピードも高く回転数の多い打球
は質の高い打球であると考えられます。競
技レベルや技術を評価する一つの指標とし
て，スピード・回転数といった打球データ
を利用していきたいと考えています。

【軌道も含めた打球データの分析】

　平成30年度はこれまで行ってきたスピー
ド，回転数に基づいたテニスの技術評価に
関する研究について，新たに「軌道」とい
う情報も含めた打球データの分析を行いま
した。打球データを取得する際には「トラッ

クマン」と呼ばれる機器を使用します。ト
ラックマンは速度と回転数だけではなく，
打点やネットの通過位置などの打球の軌道
に関する情報も取得できます（図２）。
　日本のトップ男子テニス選手２名を対象
とし，練習マッチにおけるサービス，リター
ンを除く３球目，４球目以降のグラウンド
ストロークの打球データを収集しました。
表１のように選手Ａと選手Ｂの打球スピー
ドと回転数を比較したところ，フォアハン
ドストローク，バックハンドストロークと
もに選手Ａの打球の方が速い結果となりま
した。6－２，6－２と試合を有利に進め
た選手Ａのグラウンドストロークのスイン
グスピードは選手Ｂよりも高い可能性が考
えられます。
　図３は打球がネット上のどの位置を通過
したのかを示しています。選手Ａと選手Ｂ
でネットの通過位置を比較すると，選手Ａ

図２　トラックマンで取得できる打球データ
　　　左：打点とネットの通過位置のイメージ　右：スピード，回転数，インパクト位置など

 

 



の打球は150cm程度の高さ，またはそれよ
りも低い位置に分布していることがわかり
ます。対して選手Ｂの打球は比較的高い位
置に分布しています。サイド方向の分布
を見てみると，選手Ｂの打球が両サイド
200cm以内に分布しているのに比べ，選手
Ａの打球は左右に幅広く分布していること
が見てとれます。これらのことから選手Ａ
はネットが高く距離の短いストレート方向
への打球においても，打球スピードを低く
したり回転数を多くしたりせず高い精度で
打球できていると考えられます。また，選
手Ｂにおいては選手Ａのオープンエリアに
展開する攻撃により左右に振り回され，高

さを利用しての返球が多くなる苦しいラ
リー展開であったと推察されます。
　こうした打球データの分析により，選手
の試合状況におけるパフォーマンスを以
下のように評価できる可能性があります。

「１．打球スピードが高く回転数が多けれ
ば，そのショットの技術レベルが高い。２．
ネットの通過位置を確認することで，試合
における技術レベルや攻守の状況を推察で
きる。」
　打球スピードと回転数の関係と打球の軌
道の情報を合わせてみていくことで，ボー
ルコントロールやオープンコートをつくる
能力という観点からゲームにおけるグラウ

図３　�２選手のフォアハンドストロークのネットの通過位置（左の選手Aは打球を低く，左右に幅広
く打ち分けている）

表１　�２選手のフォアハンドストローク，バックハンドストロークにおける打球スピードと回転数
バックハンドストロークにおける打球スピードと回転数

n Avg. Ball Speed (km/h) Avg. Spin Rates (rpm)

Player A
Forehand 38 129.3±12.8 1834±476

Backhand 17 110.3±9.1 951±542

Player B
Forehand 22 103.6±12.0 1544±955

Backhand 22 95.2±10.4 1178±575
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ンドストロークを評価することに繋がると
考えられました。

これからの研究の展望

　今後は様々な競技レベルの打球データの
収集を行うとともに，狙うコースの違いな
どにより，どういった打球が攻撃的である
のか，または正確に打球できているのか，
スピード・回転数・軌道にどのような傾向
があるのか，分析を行っていきます。さら
に，分析したデータを基に，選手の打球の
評価とポイント取得やゲーム全体の流れが
どのように関連するのかも見ていく予定で
す。



スポーツ・武道実践科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　平成30年度は，スポーツパフォーマンス
研究センターの長走路フォースプレートシ
ステムを用いて，疾走について地面反力（ヒ
トが地面に加えた力の反力）の観点から研
究を進めてきました。一般成人を対象に前
傾する意識が疾走パフォーマンスに与える
影響を検証した研究では，意識の変化によ
り疾走パフォーマンスは変化しないもの
の，スタート直後のピッチが高まることが
明らかになりました。分析方法に関する研
究では，フォースプレートのデータを用い
て，スターティングブロックのブロック面
上の圧力中心を算出する方法を提案し，値
の精度検証を行いました。その結果，フォー
スプレートに固定したスターティングブ
ロックのブロック面上の圧力中心を正確に
算出できることが明らかになりました。こ
の方法を用いることで，今後スタート時の
関節キネティクスに関するより正確な分析
が行えるようになります。
　長走路フォースプレートシステムを用
いた研究に加えて，平成30年度において
は，慣性センサを用いた下肢関節のバリス

ティックな屈曲筋力・パワー発揮能力の簡
便な評価システムを開発し，その測定値の
正確性・妥当性，疾走能力の間接的評価へ
の有効性を検証しました。開発したシステ
ムで計測した値の妥当性について，三次元
動作計測装置で取得した座標値から算出し
た値と比較した結果，股関節屈曲力・パワー
の計測では，角力積，平均トルク，正の仕
事，平均パワーの各変数に関して高い正確
性，妥当性が示されました。膝関節屈曲力・
パワーの計測では，角力積，平均トルク，
正の仕事の各変数に関して高い正確性，妥
当性が示されました。また，股関節の負の
仕事，平均パワーや膝関節の負の仕事，正
負の平均パワーに関しても，妥当性という
観点では，テストとして有効な値が得られ
ることがわかりました。これらの結果から，
一つの慣性センサを用いた簡便なシステム
により，股関節，膝関節に関する筋力・パ
ワーが計測できることが示されました。ス
プリンターを対象に，開発したシステムを
用いたテストの値と疾走パフォーマンスの
関係を検討した結果，股関節屈曲力・パワー
の各値は，加速局面の中盤から後半（９歩
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　　□�スプリント走にかかる機序解明，パフォーマンス向上方略の究明，分析方法の開発
　　　簡便な筋力・パワーテストの開発



目以降）における疾走速度と有意な相関を
示し，それらの区間における疾走能力の間
接的評価指標として有効であることがわか
りました。また，相関係数は付加した錘が
重いほど高くなる傾向があり，本研究で開
発したシステムを用いた股関節屈曲力・パ
ワーの計測では，より重い負荷でテストを
行うほうが疾走パフォーマンスの間接的評
価指標として適当であることが示されまし
た。さらに，股関節屈曲力・パワーの各値は，
ステップ長とは有意な関係が見られません
でしたが，ステップ頻度とは加速局面の後
半において有意な相関がありました。これ
らの結果から，本研究で開発したシステム
で計測した股関節屈曲力・パワーは，加速
局面後半において高いステップ頻度を発揮
する能力を評価できることがわかりまし
た。膝関節屈曲力・パワーの各値は，加速
局面の後半（17歩目以降）において疾走速
度と有意な相関関係があり，それらの区間
における疾走能力の間接的評価指標として
有効であることがわかりました。また，有
意な相関関係は錘を付加しない条件におい
てのみ示され，本研究で開発したシステム
を用いた膝関節屈曲力・パワーの計測では，
より軽い負荷でテストを行うほうが疾走パ
フォーマンスの間接的評価指標として適当
であることが示されました。膝関節屈曲力・
パワーの各値は，股関節屈曲力・パワーの
各値の場合と同じく，ステップ長とは有意
な関係がありませんでしたが，ステップ頻
度とは加速局面の後半において有意な相関
がありました。これらの結果から，本研究

で開発したシステムで計測した膝関節屈曲
力・パワーは，加速局面後半において高い
ステップ頻度を発揮する能力を評価できる
ことがわかりました。本研究の結果から，
開発したシステムは既存の装置では評価で
きなかった疾走に特有な股関節，膝関節の
屈曲力・パワーを評価できることが明らか
になりました。このことは，疾走パフォー
マンスの体力的側面からの間接的評価法の
構築に大きく寄与すると考えられます。

これからの研究の展望

　これまでの研究では，加速疾走の機序や
パフォーマンス決定因子について，主に男
性アスリートを対象に研究を進めてきまし
たが，それらの知見が女性アスリートにも
共通するものかは明らかではなく，女性ア
スリートを対象とした研究に基づく知見が
不足している現状があります。今後は，加
速疾走の機序やパフォーマンス決定因子に
ついて，男性アスリートに加えて女性アス
リートを対象に研究を進めていきます。



スポーツ生命科学系

氏　名
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平成30年度の研究内容とその成果

「大学生アスリートの睡眠の質と血中脂質」
　血液検査で悪玉コレステロール（LDL-C）
値が高い，善玉コレステロール（HDL-C）
値が低い，中性脂肪（TG）値が高いなど
の結果であれば，脂質異常症と診断されま
す。脂質異常症は生活習慣病の一つであ
り，高血圧，糖尿病，喫煙と並び動脈硬化
性疾患（心筋梗塞や脳卒中）の危険因子で
す。つまり，脂質異常が長期間続けば全身
に酸素や栄養素を運ぶ動脈が傷つき（動脈
硬化），心筋梗塞や脳卒中といった重い病
気を発症しやすくなるのです。
　大学生アスリートは日々高強度の運動を
行うため，糖質・脂質・タンパク質量が豊
富な高カロリー食を摂ります。けれども，
ほとんどの学生が一人で暮らし，自分で栄
養管理をしなければなりません。そのため
栄養バランスが適切でなければ，脂質異常
が生じやすくなります。一方，大学生アス
リートの40％程度に睡眠障害が認められる
と報告されています。さらに，睡眠の質の
低下は，生活習慣病の誘因になるとも報告
されています。

　そこで，大学生アスリートの睡眠の質が
血中脂質（血液検査での脂質値）に関係す
るかを検討しました。対象は2017・2018年
度に入学した体育大学生350名（男267名，
女83名）です。当大学倫理審査小委員会の
承認を受けて，入学時と１年後に睡眠調査
票PSQI（睡眠の質スコア：GCS，スコア
が高いほど睡眠の質は悪いと判定される）
および血中脂質検査を実施しました。
　その結果，入学時・１年後ともに，睡
眠障害の有無により，総コレステロール
（TC）・LDLコレステロール（LDL-C）・
HDLコレステロール（HDL-C）・中性脂肪
（TG）値および動脈硬化指標であるnon-
HDL-C値とTC/HDL-C比の平均値に有意
な差は認められませんでした。しかし，入
学後１年間のGCS変化量（１年後スコア
－入学時スコア）と上記血中脂質変化率
（入学時スコアを基準として１年後のスコ
アは何％増減したか）の関連を検討する
と，GCS変化量とTC変化率，LDL変化率，
non-HDL-C変化率，TC/HDL-C比変化率の
間に有意な正相関が認められました（図）。
　つまり，１年間の変化を観察すると，大
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　　□健康に影響を与える身体的・心理的・社会的因子を見出し，それらの因子をコント
　　　ロールする方法を探すこと。



学生アスリートの睡眠の質と血中脂質値の
関係は，睡眠の質が悪化する傾向にあると
血中脂質値も動脈硬化を進展させる方向に
向かうことがわかりました。このことか
ら，大学生アスリートの睡眠の質が悪化す
ると，脂質異常を引き起こす可能性がある
ことが推測されました。

これからの研究の展望

　生活習慣病を発症するような不適切な習

慣は，若年期につくられると言われていま
す。大学生アスリートが，卒業後に生活習
慣病とならないよう大学生活でのリスク
（危険因子）を探す研究を進めていきます。

図　睡眠の質（GCS）変化量と血中脂質値変化率の相関
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平成30年度の研究内容とその成果

　未曾有の高齢化社会に向かいつつある我
が国においては，「健やかに老いる」こと
は全国民の願望となっています。我々は
すでに，腰痛･関節症例（運動器症候群；
Locomotive Syndrome[略称ロコモ]を
含みます）の方々を対象に，平成３年度よ
り大学内実験プールを使用して，腰痛･関
節症水中運動教室（大学公開講座）を行っ
て参りました。科学的調査により，水中運
動は上述の症例に，肥満の軽減，上下肢･
体幹の筋力･柔軟性の増強，呼吸循環機能
の向上，症状の改善などを賦与することが
判明しています。
　平成30年度は，過去から現在までに行わ
れた水中運動による効果について解析を加
え，さらに体組成測定，全身バランス能力

（ファンクショナルリーチ試験）評価，体
幹筋力計測，DVD映像化などをも追加し
て研究を進めました。

Ⅰ.研究の内容

　大学内の新実験プールにおいて，腰痛症･
下肢関節症（運動器[ロコモティブ]症候

群）を有する一般市民の方々計23名（重篤
な麻痺や全身合併症のない方で，症状重複
症例を一部含みます）を対象として，５～
11月までの約６ヵ月間，週２回（１回約１
時間30分）の頻度で，水中運動教室を開催
しました。水中運動は，主として有酸素性
運動（歩行運動など），基礎的水中運動（関
節授動･軟部組織伸張･筋力増強運動），ボー
ルを用いた運動，泳法指導･自由泳により
構成され，週１回（約30分間）の疾患基礎
教育をも加えて指導しました。
　また，水中運動実施期間の前後に数回，
身体検査，体力測定，症状改善度判定，体
組成測定，ファンクショナルリーチ試験，
体幹筋力計測などを実施して，運動の効果
に関する評価を行いました。さらに，過去
の水中運動教室の模様は，DVDにより映
像として記録されました。

Ⅱ.研究の成果

⑴ 腰痛症水中運動教室の成績

　腰痛症例35名（平均年齢60.7歳，平成29
年度以前の方を含みます）を対象として，
約６ヵ月間の水中運動教室を実施しまし
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た。水中運動に際しては，主として背筋の
伸張と腹筋の強化などをめざして，指導が
行われました。
　腰痛症例においては，肥満の軽減（体脂
肪率など），呼吸循環機能の向上（肺活量
など），体幹･下肢の筋力･柔軟性の増強

（右膝伸展･屈曲力，上体そらしなど），症
状の改善（日本整形外科学会〔以下日整会〕
判定総点）などが，それぞれ統計学的に有
意に認められました。
⑵ 関節症水中運動教室における成績

　膝･肩関節症例のべ76名（平均年齢62.5
歳，症状重複例･平成29年度以前の方々を
含みます）を対象として，約６ヵ月間の水
中運動教室を実施しました。水中運動に際
しては，膝関節症の方々に対しては大腿屈
筋の伸張と大腿伸筋の強化，肩関節症の方
達には三角筋･腱板構成筋群の伸張と強化
などをめざしてそれぞれ指導しました。
　膝･肩関節症例においては，肥満の軽減

（体重など），呼吸循環機能の向上（肺活量
など），体幹･下肢の筋力･柔軟性の増強

（背筋力，立位体前屈など），症状の改善（日
整会判定総点）などが，それぞれ統計学的
に有意に認められました。
⑶� 体組成，全身バランス能力（ファンク

ショナルリーチ試験），体幹筋力に及ぼ

す水中運動の影響

　我々は，近年購入された体組成計（生体
インピーダンス法；BIA），ファンクショ
ナルリーチ測定器，体幹筋力計などを使用
し，研究を進めました。
　腰痛･関節症例31名（平均年齢61.8歳）

の約６ヵ月間の水中運動前後の体組成を
比較しました。水中運動後では，体脂肪
率（全身インピーダンス）の軽減と下肢筋
肉量の増強がそれぞれ統計学的に有意に認
められ，水中運動処方の身体に対する有用
性が推察されました。また，腰痛症例42名

（平均年齢61.2歳）の約６ヵ月間の水中運
動前後の全身バランス能力（ファンクショ
ナルリーチ試験）についても比較検討し，
水中運動後では有意な向上が観察されまし
た。さらに，腰痛･関節症例20名（平均年
齢62.0歳）に対し行われた体幹筋力測定に
おいては，水中運動後には体幹伸展･屈曲
筋力の増加がそれぞれ有意に認められまし
た。
　以上より，中高年の運動器症候群（ロコ
モ）に対する水中運動の，高い有益性が示
唆されました。

これからの研究の展望

　令和元年度も，腰痛･関節症水中運動教
室（大学公開講座）を引き続き施行し，健
康の回復･増進と骨･関節･筋肉に及ぼす
水中運動の影響について攻究します。この
大学公開講座などで，地域貢献に少しでも
役立ちたいと願っています。
　次年度は，特に腰痛･関節症（運動器症
候群；ロコモ）例における全身身体組成･
血圧･心拍数測定などをさらに追加して施
行し，身体の筋群･循環器系などに及ぼす
水中運動の影響についてもさらに考究する
予定です。
　最後に，日頃の一般市民の皆様方の御協



力に深く感謝を申し上げますとともに，今
後ともどうぞ宜しくご指導，ご鞭撻を賜り
ますよう心よりお願い申し上げます。
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 「科学的なトレーニング」という言葉を
しばしば耳にします。口当たりがよいため
か，定義が曖昧なまま，無造作に使われす
ぎているように思います。そして，現場の
選手やコーチだけでなく科学者や研究者ま
でも，この言葉に振り回されているように
感じることがあります。そんなことから私
は，科学的なトレーニングとは何なのか，
そしてどうあるべきなのかを改めて考える
必要性を感じています。

 この問いを授業中に学生たちに投げかけ
てみると，「科学的に効果のあることが証
明されたトレーニング法を採用すること」
という答えが多く返ってきます。一見もっ
ともですが，それだけでは不十分だという
のが私の考えです。
 そこで学生に，「では，科学的に検証し
た結果，成功する確率が何％のトレーニン
グならば，あなたは採用しますか？」と尋
ねてみると，図１のような結果になりまし
た。１％でも採用すると答えた学生から，
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　　□アスリートのパフォーマンス向上に直接的に貢献できる「実践研究」の推進

図１.成功確率が何％のトレーニングならば採用するか？（山本　２０１８）



100％でないと採用しないという学生まで
様々ですが，50％以上になると採用すると
いう数がはっきり増えます。一番多いのは
70％のあたりです。
 ところで科学の約束事では，あるトレー
ニングの有効性を検証し，効果があると認
定するには95％以上の確からしさが必要だ
としています。70％程度の確からしさだっ
た場合には，効果の有無は不明と判断され，
研究論文として発表されることはありませ
ん。
 つまり，私たちがトレーニング科学研究
の成果として用いている知見とは，95％以
上の確からしさで証明されたものだけなの
です。このことと図１とを対応づけると，
科学的に有効性が証明されたトレーニング
法だけでは，現場のニーズには十分応えら
れないことがわかります。
 次のような問題もあります。あるトレー
ニングの有効性を科学の作法で証明するに
は，多くの人を集め，そのトレーニングを
実行する群としない群とを作り，前者の方
がより大きな効果があることを示さなけれ
ばなりません。しかし現実的には，レベル
の高い選手を集めてこのような実験を行う
ことは困難なので，競技力の高くない選手
や，一般の学生を対象に行われる場合がほ
とんどです。
 このような対象者から得られた結果が，
レベルの高い選手にも当てはまるかどうか
は断言できません。実際に，競技力の高い
選手になるほど，当てはまりにくくなりま
す。体育大学生のレベルでは，科学的に効

果の証明されたトレーニングをやってみた
が，効果が得られなかった，というケース
も多くあります。
 加えて，このような実験から導かれた結
果は，個性の部分は排除し，対象者全員に
あてはまる性質だけが抽出されています。
しかし，レベルの高い選手が競技力を上げ
るには，むしろ個別性の部分が重要です。
 このように考えてくると，科学的に効果
のあることが証明されたトレーニングと
いっても，決して万能なものではないこと
がわかると思います。むしろ，それだけに
頼っていては，現場では通用しないという
べきでしょう。
 このような背景をふまえて私は現在，従
来的な科学の作法では扱わ（え）なかった
領域，つまり現場の一人一人の選手に対し
て，個別性も踏まえた上で役立つアドバイ
スができる方法論を確立するために，「実

図２.実践研究を振興するために制作したテ
キスト　福永・山本編著，市村書店，
２０１８年，東京，２１５頁



践研究」の振興に力を入れています。図２
は，このような考えの基に制作したテキス
トです。

これからの研究の展望

 科学的に効果が証明されたトレーニング
方法だけでは現場のニーズに応えられない
とすれば，アスリートはどのようにトレー
ニングと向き合えばよいのでしょうか。私
は学生たちに，「絶対的な正解はないこと
を前提に，自分にとっての正解を見つけよ
う」と提案しています。絶対的な正解はな
いのだということを自覚すれば，世間に流
布している情報をうのみにするのではな
く，自分自身でもっと真剣に考えなければ
ならない，という覚悟ができるからです。
 ただし，それだけでは具体性がないので，
アスリートが自身で正解を見つけていける
ような方法論の開発と，その教育に力を入
れたいと考えています。基本的な方法論に
ついては，前記の著書（8～ 30頁）の中
で整理することができました。そこで今後
は，この考え方を基盤として，様々なスポー
ツ種目において，一人一人の選手がこの方
法論をどれだけ有効に活用していけるかに
ついて，実践を通して検証と修正をしてい
く予定です。
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　鹿屋体育大学は，「アスリートの競技力
向上」と「国民の健康増進」に寄与する実
践的研究を展開し，社会へ広く貢献するこ
とを目標に掲げています。私たちの研究室
においても，競技力向上と健康増進を目指
した研究を進めてきました。平成30年度は，
通常環境のみでなく，高地のような低酸素
環境で行った高強度インターバルトレーニ
ングが，体力，運動パフォーマンス，およ
びメタボリックシンドロームの危険因子に
与える効果について調べました。
１）平地と高地における高強度インターバ
ルトレーニングが体力とパフォーマンスに
与える効果；16名の学生の協力を得て，平
地（8名）と海抜2500m相当の高地（低酸
素）環境（8名）において，１日２回，週
４日の頻度で４週間，インターバルトレー
ニングを実施しました。運動強度は，陸上
400mのように１分程度しか維持できない
高強度とし，インターバルの内容は15秒の
主運動を10秒の軽運動を挟んで疲労困憊ま
で実施するものとしました。その結果，持
久力の指標である最大酸素摂取量（図１），

スピード持久力の指標である最大酸素借
（図２），１分間全力運動における総仕事量
（パフォーマンス）は，両群ともに向上し
ました。一方，スプリント能力の指標であ
る最大無酸素性パワー（図３）においては，
高地群のみ向上がみられました。これらの
結果から，今回の実験で用いたインターバ
ルトレーニングは，平地，高地の環境条件
に関係なく，持久力・スピード持久力とし
ての体力指標，短時間高強度運動パフォー
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　　□健康増進・メタボリックシンドローム予防改善のための運動プログラムの開発

図１．トレーニング前後における最大酸素借の変化
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図１．トレーニング前後における最大酸素借の
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マンスの向上に対して有効なトレーニング
手段であることが明らかとなりました。さ
らに，高地環境で実施すると，より効果的
にスプリント能力を向上させやすいことも
示されました。
２）平地と高地における高強度インターバ
ルトレーニングがメタボリックシンドロー
ムの危険因子に与える効果；20名の学生の
協力の下，１）の実験と同じ環境，同じト
レーニングを用いて，メタボリックシンド
ロームの危険因子に与える効果について検
討しました。その結果，平地群では，血圧
や動脈スティフネス（血管の硬さ）に変化
はみられませんでしたが，高地群では，安
静時，運動時の血圧，動脈スティフネスの
低下（血管が柔らかくなった）が認められ
ました。さらに，両群ともに顕著な体重，
体脂肪量，および内臓脂肪量の低下が認め
られました。つまり，長時間のジョギング

やウォーキングなどに限らず，短時間で終
了する高強度運動を行っても，身体組成を
効果的に改善（効果的に体重や脂肪を減ら
せる）できることが明らかになりました。
さらに山のような低酸素環境で運動を行え
ば，血管を柔らかくし，血圧も低下させや
すいこともわかりました。

これからの研究の展望

　冒頭に記したように，私たちの研究室で
は，「アスリートの競技力向上」と「国民
の健康増進」を主なテーマとして研究して
います。特に競技力向上に関しては，低酸
素環境を作り出せる流水プールや抵抗測定
装置を活用し，競泳選手のパフォーマンス
向上を目指した研究を中心に実施していま
す。鹿屋体育大学のように，水泳の研究に
関する研究施設・設備が揃っている機関は
世界に２つとありません。このような特殊

図２．トレーニング前後における最大酸素借の変化
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研究施設を用いて，東京オリンピックを目
指す競泳選手も合宿に来ています。リオデ
ジャネイロオリンピックで引退した松田丈
志選手も，長年本学で合宿，測定を行って
きました。昨年度は，短時間で終了する高
強度運動のパフォーマンス向上を目指し
て，新たなインターバルトレーニングプロ
グラムの効果の検証を試みました。持久力
向上を目的として行われてきた高地トレー
ニングですが，我々の結果は短距離選手に
も十分応用可能であることを示していま
す。今後も，新たなトレーニングプログラ
ムの効果を検証しながら，来る東京オリン
ピックにおいて貢献できるように，科学的
サポートを続けていきたいと思います。ま
た，低酸素環境での運動がメタボリックシ
ンドロームの危険因子を効果的に改善させ
ることは，近年国内外において広く認識さ
れています。さらに，これまでのように持
久的有酸素運動ではなく，短時間で終了す
る高強度運動トレーニングにおいても同様
の効果が得られることが，近年多数報告さ
れてきました。今回の実験では，それを支
持するような効果が得られました。また，
本年度より，楽に運動ができ，よりよく脂
肪燃焼を増やすトレーニングプロトコール
の開発にも取組はじめました。それに加え，
脂肪燃焼を高めることが示されているサプ
リメントを用い，その相乗効果を狙おうと
考えています。これは，台湾の大学との国
際共同研究となります。短時間行える高強
度トレーニングに加え，より簡単に脂肪燃
焼を促進できる運動プログラムを開発でき

れば，多忙で多くの時間を運動に割けない
現代人にとって，時間効率の良い新たな運
動処方として期待されるでしょう。今後も
研究を継続し，国民の健康増進に鹿屋体育
大学の研究成果が寄与できるように邁進す
る所存です。



スポーツ生命科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

1）からだを動かすためには筋肉（骨格
筋）の活動（収縮）が必要になります。
この筋収縮の力は腱を介して骨に伝わ
り，骨に機械的刺激を与え，骨の健康
維持に貢献します。しかし，様々な事
情で運動ができない（したくない），
自分の意思で筋収縮ができないといっ
たケースでは，物理療法として電気刺
激が古くから使われており，様々な目
的に合わせたプロトコルが開発されて
います。私どもは，比較的電気刺激の
痛みが少ない低頻度刺激を用いて筋収
縮を誘発し，不動で萎縮する筋だけで
なく骨組織が改善される条件を若齢期
や高齢期の実験動物で探りました。

　　　結論として，下肢不動モデルで条件
など試行錯誤の末，低刺激頻度10Hz
で30分間処方しても筋収縮力が低下し
にくい刺激強度などを用いたプロトコ
ルで処方した結果，不動による筋量・
骨量低下を軽減する効果が若齢期でも
高齢期でも得られました。

　　　まず構造的検証では，マイクロＣＴ

撮影装置を使って骨をスキャンして内
部の骨の量や構造を調べました。処方
なしよりも処方したケースでは，骨萎
縮程度を軽減でき，骨梁も太く密に連
結していました。次に機能的検証では，
骨の強度を測る装置で骨中央部（骨幹）
の力学的特性を分析しました。すると
処方したケースではより骨が丈夫で折
れにくい特性を持っていました。骨の
壊れにくさ（機械的骨強度）は，骨量，
骨構造，骨質に規定されます。測定し
た骨幹部では骨量や構造は処方あり・
なしで差がなかったので，骨の性質（成
分等）に差があると予想されます。そ
こでまず骨密度測定をすると，処方あ
りで高いレベルにありました。これは
一定のエリアに骨ミネラルが多く含ま
れていることを意味していますので，
処方したケースでは骨基質（Ⅰ型コ
ラーゲン）にミネラル（例えばカルシ
ウムなど）を強力に留める因子が多く
あり，かつそれが機械的刺激で促進さ
れることが条件として満たされなけれ
ばなりません。両条件をつなぐ因子と
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　　1）電気・磁場・機械刺激による神経-筋-骨組織への影響とその機序
　　2）運動誘発性筋損傷の機序



して（質的検証），骨組織に数多く埋
まっている骨細胞から機械的刺激で分
泌促進され，かつカルシウムと親和性
の高いdentin matrix protein（DMP）
－1というタンパク質を候補に骨組織
を免疫染色すると，処方したケースで
高い免疫反応性を示しました。このこ
とは我々が開発した低頻度電気刺激誘
発性筋収縮処方（プロトコル）は，機
械的に骨細胞を刺激して骨石灰化を促
進するタンパク質をより分泌させ，結
果として不動による骨の脆弱化を軽減
することを示唆しています。そして，
この機序の一端をさらにクリアにする
ために，特別な薬剤を使って逆に骨細
胞が機械的刺激に反応しにくく（働か
なく）なるようにして同処方を行いま
した。もし骨細胞が一連の機序に無関
係であれば，変わらず同様の効果があ
るはずです。すると，これまでの処方
による効果がキャンセルされてしまう
結果となり，やはり効果発現には骨細
胞への機械的刺激を介したルートが必
要であることが組織，細胞，タンパク
質レベルで明らかになりました。

　　　以上のように，効果が得られる仕組
みが解れば，その本質さえ守れば，そ
れぞれの事情に応じてアプローチする
処方のバリエーションが多数考案で
き，運動処方の多様性につながります。
このことは，運動の効果を得るための
方法の選択肢が増え，「個人の都合（好
み）に合わせたトレーニング方法」が

世の中に広まっていくメリットがある
と考えます。

　2）筋損傷について：強い筋収縮を繰り
返すと筋組織（筋線維）が損傷します。
特に，筋肉が収縮して力を発揮しつ
つ，外力によって筋肉自体が引き伸ば
されてしまう状況（伸張性収縮）で誘
発されやすいことが解っています。こ
れを繰り返すと翌日などに筋肉の痛み

（遅発性筋痛）も並行して生じますが，
機序として必ずしも筋損傷＝筋痛とい
うわけではありません。我々は，この
運動誘発性筋損傷を抑える薬剤の検証
と，一度この筋損傷を経験した筋は二
度目に同様の運動をしても筋損傷しに
くくなる（反復効果の）仕組みにつな
がる背景，特徴について実験動物で調
べました。

　　　結論として，伸張性筋収縮で損傷す
る筋線維では細胞膜透過性が亢進して
おり，一部分が2－３倍膨化して，細
胞内にカルシウム（イオン）が多く存
在する特徴がみられました。そこで
引っ張り刺激で細胞内に流入するカル
シウムイオンの通路を塞ぐ薬剤を投与
すると筋損傷を防止できました。また，
伸張性筋収縮後には筋力は半減し，元
のレベルに回復するまで10日以上，長
いケースでは４週間程度かかり，ト
レーニングとして伸張性筋収縮を過剰
に行うと筋力関連のパフォーマンスに
影響する期間が長い可能性が伺えまし
た。また筋力低下率や筋損傷率からみ



た反復効果は，少なくとも４週間は持
続することが示唆されました。以上の
ことは，筋電気刺激処方を含め，筋を
トレーニングする際の損傷をコント
ロールすることにもつながります。

これからの研究の展望

　これらの研究成果を通して，運動したく
てもできない方々，低体力の方々に筋肉や
骨の健康を維持できるプログラムを提供で
きるように貢献していきたいと思います。
またスポーツ実践者，アスリートへも応用
可能性が広がります。また，低強度条件や
高齢期の場合では効果が薄いのですが，こ
れを改善するための方策として，磁場刺激
を活用する方法などの効果検証に取り組ん
でいます。



スポーツ生命科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

1.はじめに

　私たちが活動するためのエネルギーは、
主に糖質、脂質、タンパク質、いわゆる三
大栄養素を燃焼することにより得られま
す。その中でも糖質のグリコーゲンと脂質
の脂肪は、エネルギー源として大切な役割
を担っています。走ることを例にとると、
短・中距離走など比較的短時間に終える運
動は、運動開始後すぐに動員されるグリ
コーゲンを源とするエネルギーで運動を遂
行できます。しかしながら、マラソンなど
の長時間にわたる持久的な運動になると、
グリコーゲン由来のエネルギー産生だけで
は活動のためのエネルギーは枯渇してしま
い、運動を遂行できません。すなわち、マ
ラソンを走り終えるには、グリコーゲン以
外の、からだに蓄えられた何らかの貯蔵エ
ネルギーを利用することが必要となりま
す。その一つが脂肪ですが、脂肪からのエ
ネルギー産生は、持久的な運動の遂行を左
右すると言っても過言ではありません。マ
ラソンを例にとりましたが、私たちの普段
の生活における活動や体温の維持などにつ

いても、脂肪由来のエネルギーに依存する
ところが大きいのです。

2.研究内容
　脂肪がエネルギー源として利用されるに
は、まず脂肪がからだのエネルギー産生工
場である、細胞内のミトコンドリアという
小器官に取り込まれる必要があります。脂
肪がミトコンドリアに入るためには、その
輸送を担うカルニチンというビタミン・バ
イオファクターが必要です。すなわち、脂
肪をエネルギー源として利用するのであれ
ば、カルニチンが不可欠になります。
　カルニチンは、食物から得られるものと、
からだの中でアミノ酸を原料として作られ
るものがあります。カルニチンが体内で不
足すると疲労症状や肥満を呈するなど、か
らだにとって不都合な現象を生じることが
報告されています。
　生まれながらにしてカルニチンを全身的
に欠損するモデル動物が見出されていま
す。Juvenile visceral steatosis（JVS）と名
付けられたこのマウスは、カルニチンのか
らだにおけるはたらきを調べるのにとても
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都合の良いモデル動物です。すなわち、カ
ルニチンのレベルが低下した生体における
エネルギーの産生は如何になるのか、不足
したカルニチンを補うことによって脂肪か
らのエネルギー産生はもちろんのこと、運
動能力の改善に効果をおよぼすのではない
か、その他の効果は如何か？平成 30 年度
は、その基礎的検討を行いました。

3.研究成果
　図中の上段は、正常な野生型マウス（○）
と、カルニチンを欠損する JVS マウス（□）
の酸素摂取量を測定したものです。図中①
に示す摂食条件では酸素摂取量、すなわち
エネルギー産生量を示しますが、両マウス
間で差はありません。しかし、エサを取り
除くこと（絶食）により、貯蔵された脂肪
を利用せざるを得ない条件になると、図中
②のように JVS マウスの酸素摂取量は極
端に低下します。ここで、酸素摂取量の低
下した JVS マウスの腹腔内にカルニチン
を１回投与すると、図中③の黄□印で示す
ように、生理食塩水を投与した赤□印の対
照 JVS マウスと比較して約３倍に近い酸

素摂取量を示し、青○印の野生型マウスの
レベルにまで達します。カルニチンの１回
投与効果はその後も続き、図中④のように
少なくとも投与後２日目にまでおよびま
す。
　図中の下段に示す投与されたカルニチン
は、血中や肝臓に取り込まれたことを示し
ますが、数時間以内に元の低いレベルに復
しています。しかしながら、投与されたカ
ルニチンが消失した後も、上段に示すとお
り、エネルギー産生におよぼすカルニチン
の投与効果は続いているのです。
　カルニチン投与によって示される持続的
効果は、全身のカルニチンレベルが低いに
も関わらず、脂肪をエネルギー源として上
手く利用できるようになったことによるも
のです。この場合、投与されたカルニチン
は、脂肪を利用する直接の因子にはなって
いないことになり、二次的な投与効果、ま
た他の何かが関与してエネルギー産生にお
よぼす持続的効果を生じている可能性があ
ります。

これからの研究の展望
　カルニチンが不足すると、エネルギー不
足や熱産生が低下するといった疲労症状、
また肥満を呈するなど、からだにとって不
都合な症状を生じることが報告されていま
す。コンビニエンス・ストアーでは、カル
ニチン入り飲料が並び、テレビショッピン
グの画面には、カルニチン・サプリメント
と銘打った商品が盛んに映し出されます。
しかしながら、ここに示しましたように、



カルニチンのからだにおけるはたらきは、
未知の部分も多くあります。
　現在、カルニチンが脳の中枢機能におよ
ぼす影響を見出して検討を進めています。
カルニチンのからだにおけるはたらきと摂
取の効果、また過剰に摂取した時の功罪な
ども含めて、健康の維持増進に役立つ情報
を示せるように検討を行っています。



スポーツ生命科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

１�．高齢者（主に介護保険利用者などの低

体力者）に対する自重エクササイズの効

果

　自らの体重を負荷としたレジスタンス運
動（自重負荷エクササイズ）は，特別な設
備や用具を必要としないため，「いつでも・
どこでも」行えます。この自重負荷エクサ
サイズは，介護保険者に代表される身体的
に虚弱な高齢者にとって，自宅で手軽に行
える運動としての利点を有しています。い
ままで私たちの研究グループは，介護保険
利用者18名を含む18 ～ 90歳までの101名に
対し，表面筋電図を利用して自重負荷に
よるスクワットエクササイズが大腿四頭
筋（太ももの前の筋肉）にもたらす負荷の
推定を行い，次に示すような知見を得るこ
とができました。自重負荷スクワットエク
ササイズが大腿四頭筋（太ももの前の筋
肉）にもたらす負荷は，①体重あたりの筋
力に依存していること，②体重あたりの大
腿四頭筋の筋力がある閾値（1.9Nm/kg）
以下になると急激に動作中の負荷が増える
ことの２点です（Med Sci Sports Exerc, 

2011）。また，平成30年度には介護保険利
用者14名を対象に，12週間の椅子座り立ち
エクササイズの効果についてまとめ，①大
腿四頭筋の筋力が22%増加すること，②ス
クワット動作中の筋活動水準（筋の努力度）
が35%軽減すること，③筋力の増加率は，
エクササイズ開始前の筋力と筋活動水準
に依存していることを報告しました（Exp 
Gerontol, 2018）。これらの知見は，介護現
場などへの貯筋運動のより一層の普及を促
進するものと思われます。

２�．中高年者への健康づくり運動としての

ノルディックウォーキングの効果

　ノルディックウォーキング（Nordic 
walking: 以下NW）は，もともとクロスカ
ントリースキー競技の夏季トレーニング法
として考案され，両手にポールを持って歩
くウォーキング様式のひとつとして世界的
に広く普及しています。NWにおけるポー
ルの使い方は，踏み込んだ足とは対側の手
に持ったポールを身体後方に向けて斜めに
突く方法が基本であり，ダイアゴナルスタ
イル（diagonal style: DIA）と呼ばれてい
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　　３．柔道選手に対する体力調査とタレント発掘



ますが，日本では両手に持ったポールを，
杖のように前で突いて歩行するディフェン
シブスタイル（defensive style: DEF）と
いうNWも普及しています。私たちの研究
グループは，この両手法の違いについて，
運動中の生理応答の違い，ならびに地域在
住の中高齢者に対して介入した際の機能的
体力に及ぼす効果の違いについて検証しま
した。その結果，いくつかの項目でわずか
な違いは認められたものの，両手法ともほ
ぼ同様の生理的応答と機能的体力の改善を
示しました（体力科学，2018;体育学研
究，2018）。また，DIAではポール操作の
習熟度がエネルギー消費量などに影響を及
ぼすことも明らかにしました（Plos One, 
2018）。これらの知見は，中高年者や高齢者，
ひいては介護保険利用者などの身体的に虚
弱な人たちに運動処方をする際に，それぞ
れの対象にあった（適した）NWの処方を
可能にすると思われます。

３�．柔道選手に対する体力調査とタレント

発掘

　柔道は体格差が試合の勝敗に与える影響
が大きい競技です。体重に制限がない無差
別級では，体重の増加が競技成績に対して
良い影響を与えますが，その増加は脂肪で
はなく，筋肉を中心とした除脂肪量の増加
でなされなければなりません。しかしなが
ら，除脂肪量を中心とした体重増加を日本
人選手が一体どこまで可能であるのかに
関し，まだ不明な点が多く残されていま
す。私たちのグループでは，大学生の男女

柔道選手を対象に，二重エネルギーX線
吸収（dual energy X-ray absorptiometry: 
DXA）法という極めて正確な測定法を用
いて，体重と除脂肪量ならびに脂肪量の
関係を調査しました。その結果，男子柔
道選手では体重が約90kg程度までは，体
重が重くなるにつれてBMI（body mass 
index：体重を身長の二乗で除した体格指
数）に占める除脂肪量指数（除脂肪量を
身長の二乗で除したものでfat free mass 
index（FFMI）という）は増えていきま
すが，脂肪量指数（おなじく脂肪量を身
長の二乗で除したものでfat mass index

（FMI）という）にはあまり変化がありま
せんでした。しかし，体重が90kg以上に
なると，BMIに占めるFMIの割合は増え，
FFMIの割合が下がっていきました。これ
は，日本人男子柔道選手において90kg以
上への体重増加では，除脂肪量の増加を主
たるものとした体重増加が困難であること
を示唆しています（武道学研究，2018）。
対して女子柔道選手では，体重とFFMI，
ならびにFMIの関係は正の相関関係にあ
り，その回帰直線の傾きはFMI，つまり脂
肪のほうがFFMIよりも大きかった事が明
らかになりました。これは，日本人女子柔
道選手では，体重の増加には脂肪量の増加
が避けられないことを示唆しています（武
道学研究，2019）。これら結果は，今後の
日本柔道界における体づくりのためのヒン
トとなりうると考えています。



これからの研究の展望

　皆様もご存じのように，一口に高齢者と
いっても80歳になっても本格的な登山を楽
しむ高齢者から，70歳で体力の低下から単
独での外出すらままならないといったよう
に，それぞれの体力レベルは様々です。ひ
とくちに「高齢者のエクササイズ（運動）」
といっても，それぞれにあった（適した）
種類や方法が用いられる必要があります。
今後も私たちの研究グループでは，様々な
運動手法に対し，それぞれにどのような長
所・短所があるのか？それぞれに適した対
象者はどのような方々なのか？などを明ら
かにし，国民の健康づくりに寄与していき
たいと考えています。また，柔道の研究に
おいても，日本人柔道選手の育成・強化に
有益な情報を提供できるよう，努力してい
きたいと思います。



スポーツ生命科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　外部情報に対するヒトの素早い反応行動
は、情報提示後、①各受容器（目や耳など）
から受け取られて脳内で処理され、③それ
が筋肉（骨格筋）へ命令が送られた後、③
四肢（手や足）の動きとして現れます。ま
た、以上の経過には僅かながら時間を要す
ため、外部情報から四肢の動きまでの間に
は遅れが生じます（反応時間）。従って、
この反応時間が早いヒトは、遅いヒトに比
べて①～③のいずれかの処理期間が短いこ
とを意味します。これまでの調査において、
反応時間はトレーニングを行うことで短縮
する（早くなる）ことが示されています。
例えば、光刺激を用いて反復した反応課題
を４週間（×週２回）実施することで、神
経系(上記の①)の反応時間を反映するPre-
motor time（PMT）は短縮することが明
らかになっています。しかし、このPMT
の傾向は、トレーニング中の光刺激といっ
た特定の刺激に依存したものかは明らかに
なっていません。そこで、本研究では、光
刺激を用いた反応トレーニングが、音刺激
の反応時間に与える影響について調査する

こととしました。
　方法として、健康な成人男性に被験者と
して参加してもらい、彼らには光刺激に対
する４週間（×週２回）の反応トレーニン
グを行ってもらいました。また、その前後
では光刺激、並びに音刺激に対する反応テ
スト（前：Pre-test, 後：Posttest）を行な
いました。この時、光信号、並びに課題肢
の筋電図等を記録し、得られたデータから
PMTを計測しました。
　その結果、光刺激によるPMTはPre-test
よりもPost-testが有意に短くなりました

（図１a）。また、音刺激によるPMTもPre-
testよりPost-testが有意に短くなりました

（図１a）。従って、光刺激での反応トレー
ニングは音刺激に対しても反応時間を短縮
させることが明らかとなりました（転移
効果）。一方、その効果の程度に関する両
者の短縮率を算出し比較したところ、音刺
激よりも光刺激の方が大きいことが明らか
になりました（図１b）。以上のことより、
本研究の光刺激を用いた反応トレーニング
は、光刺激のみならず、音刺激への反応時
間も短縮させるが、必ずしもトレーニング
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効果の程度が同じとなるわけではないこと
が示唆されました。
これからの研究の展望

　これまで調査において、PMTの変化は
脳内の処理時間に起因することが明らかと
なっています。また、トレーニングに対す
る脳の可塑性は、近年の研究報告において
もコンセンサスが得られている知見です。

その一方で、本研究は、その変化を時間的
側面から捉えた段階であり、その要因を調
査していくことが求められます。今後はト
レーニング条件などを考慮しつつ、更に
データを蓄積したいと考えております。

図１. （a）光刺激を用いた反応トレーニング前後での反応テスト時(前: Pre-test vs. 後: Post-test)の
PMTの比較.（b）Pre-testに対するPost-testの短縮率を算出し、各刺激間での比較.



スポーツ生命科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　平成30年度は，テニスサーブにおいて，
身長（打点の高さ）がミスのリスクに与え
る影響を定量化する試みを行いました。本
研究では，まずボールの飛翔軌道を再現す
るシミュレータを作成しました。具体的に
は，テニスのパフォーマンスを評価するた
めの基本的な情報を得るために，ボールの
回転が飛翔軌道や，地面でバウンドした際
の軌道の変化に与える影響を分析しまし
た。これらの基礎的なデータは，本研究で
必要となるシミュレータの開発だけでな
く，テニスで起こる力学的な現象を理解す
るための基礎資料にもなります。
　作成したシミュレータを用い，身長（打
点の高さ）とミスのリスクの関係を定量的
に検討しました。ここではその１例を紹介
します。ディースサイドにおける，右利
きの異なる身長（1.8mと２m）の選手が，
センターにフラットサーブおよびキック
サーブを打った例を考えます（図１）。図
中の右側に位置するほどサーブが速いこと
を示し，上に位置するほどミスのリスクが
小さいことを示しています。回転数が大

きい黒線と回転数が小さい白線を比較す
ると，身長によらず回転が大きいほどミ
スのリスクが小さい事がわかります。ま
た，各線は左肩上がりの曲線であることか
ら，遅いサーブほどミスのリスクが小さ
いことと，ミスのリスクはスピードに対
して直線的に変化しているわけではない
ことがわかります。さらに，スピード重
視のフラットサーブ（スピード210km/h，
回転数1000rpm）の場合，身長が２mの選
手では1.5度の誤差の範囲内でボールを打
ち出せれば，サービスが成功します（右
図●）。しかし，身長が1.8mの選手の場
合，同じ1.5度の誤差が許されるサーブの
スピードは167km/hでした（左図●）。つ
まり，約40km/hもサーブのスピードを落
とさなければ，同じ程度の誤差が許されな
いことがわかります。次に，身長２mの選
手が回転を重視したキックサーブ（スピー
ド140km/h，回転数5000rpm）を打った場
合，約3.7度の誤差の範囲内でボールを打
ち出せれば，サービスが成功します（右図
△）。一方，身長1.8mの選手の場合，同じ3.7
度の誤差が許されるサーブのスピードは
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128km/hでした（左図△）。つまり，回転
を重視したサーブの場合，わずか10km/h
程度のスピード差で，同じ程度のミスのリ
スクでサーブが打てることがわかります。
以上のように，この条件では，①スピード
を重視したサーブに比べて，回転を重視し
たサーブでは，許容される打ち出し角度が
2倍強大きい。②身長差が許容角度に与え
る影響は，スピードが大きいサーブにおい
て，より顕著になることがわかります。こ
のような結果から，身長が低い日本人選手
が世界で戦うことが，いかに大変であるか
を具体的に理解することができます。また，
実際にミスのリスクを数字で示すことがで
きるため，選手に現実的な目標の設定や，
選手の能力の評価などに，指導に役立つ情
報を与えることが期待できます。

これからの研究の展望

　今年度の研究では，ミスのリスクを数字
で表すことができました。しかし，これら

はコンピュータでシミュレートした結果で
す。そこで，本研究で構築した手法を，実
際の選手の打ち出すボールのスピードや角
度のばらつきとのデータに適用すること
で，熟練者と未熟練者の技術の違いを明ら
かにすることを，次の目的とします。また，
ここではボールの運動に関するデータのみ
を取り扱っていることから，選手の動作に
ついても解析を進める予定です。
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図１ ボールスピードとサーブを成功させるために許容される打ち出し角度の関係のグラフ。スピー
ドが大きいサーブほど，許容される打ち出し角度が小さく，回転をかけるとミスのリスクが小
さくなることが示された。



スポーツ人文・応用社会科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　1)は，科学研究費補助金（基盤C)の
最終年度でした。以前，本学女子バレー部
員を対象に海外遠征時の英語のコミュニ
ケーションに関し実施したアンケート調査
の分析を行いました。回答者はバレーの競
技歴が10年から14年の経験者ばかりで，海
外遠征は一人をのぞき全員が経験していま
した。遠征先はカナダが多く，他に韓国，
タイ，マレーシアでした。遠征先で使用さ
れた言語は，英語が一番多く，タイ語，韓
国語，日本語の回答もありました。全員が
海外遠征時の英語の必要性を認めています
が，競技関連の専門的英語と日常に使う一
般的英語や基礎的英語では，「日常使う一
般的／基礎的英語が必要」と回答した学生
が多数でした。英語が必要な具体的場面と
しては，まず「他国選手との交流」を全員
が挙げ，次に「生活やホームステイ時」を
挙げ，「事前準備を含む競技／大会関連」
を挙げたのはわずか35%でした。女子バ
レー部はカナダでバレー教室を開催しまし
たが，「単語とジェスチャーでコミュニケー
ションがとれた」との回答もありました。

　また平成30年度は，当初予定したバレー，
水泳の２つの競技に絞らず，海外で遭遇す
る場面を２つ（旅行者としての場面と，ど
んな競技にもほぼ共通するアスリート特有
の場面)に分け，教材を作成することとし
ました。第1部の旅行者としての場面には，
入国から宿泊，買物，移動を含め，第２部
のアスリート特有の場面に試合の準備・練
習，試合，試合の応援，怪我と治療，メディ
ア関連の対応（試合後のインタビュー，試
合結果の新聞記事の読解など)を含めるこ
ととしました。２年次対象の初級レベルの
授業では，市販の教材『やさしい英語で学
ぶ“スポーツは世界だ”＆英語の基礎』を
使って指導しましたが，その教材にスポー
ツ／競技関連語彙の練習問題や教材にな
かった武道（剣道)の読み物教材を追加す
る等試行し，体育／スポーツを専攻する学
生のESP教材に対する反応と指導の効果を
みました。また以前より収集／購入した国
内外のスポーツ・競技関連の教材の内容と
構成等も分析しました。
　平成30年度の成果は，まず国内と海外
で出版された教材の内容を比べると，海
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外のテキストは『English for Football』や
『Career Paths Sports』など，やはりESP
教育を念頭にスポーツの現場での英語のコ
ミュニケーション能力向上を目的に作成さ
れたものが多く，国内のものは『ヨット関
連ハンドブック』や『実践テニス英語』等
各競技の専門語彙を中心に，競技者が海外
の試合等に参加する時参考になる物が多い
ことが判明しました。
　また，これまで3年間の調査や研究結果
をもとに，海外遠征するトップアスリート
向けの教材の構成と方向性が決まり，出版
までは至りませんでしたが簡易なペーパー
版は出来ました。当初予定した競技別（バ
レーと水泳)ではなく，様々な競技の選手
にも使えるよう，各スポーツ競技で共通す
る場面を抽出し，前半を旅行者として遭遇
する場面別に，後半をアスリート特有の場
面別に作成することにしました。海外経験
の浅いアスリートは前半から，海外経験豊
富なアスリートは主に後半を学習してもら
う予定です。
　2)については，平成30年度末外国語
教育センター1階にあったCALLシステム

（パナソニック)を撤去し，学生の持つタ
ブレットを活用しアクティブ・ラーニング
が行なえる教室に改修されました。学生側
のパソコン，キーボード，ヘッドセット
がなくなり，教卓側からパソコン，iPad等
を使って情報提供できますが，システムを
使った学生同士のペア学習やグループ学
習，個別の発音練習やリスニングは出来な
くなりました。今後学生のタブレット端末

を活用して，いかに学生をアクティブに学
ばせるか研鑽を積んでいきます。

これからの研究の展望

1)ここ数年本学でスポーツを題材にし
た教材を使って指導し学生の反応を見て
いますが，やはりスポーツ／武道のESP

（English for Specific Purposes)教育の可
能性は非常に高いと考えます。今後は本学
でペーパー版を試用し，選手等からフィー
ドバックをもらって改善し，出版する予定
です。平成30年度3月参加したシンガポー
ルの学会では，既に海外の多くの大学でカ
リキュラムに経済英語，工業英語など専門
別にESPの授業があると知り，日本の大学
の対応の遅れを実感したところです。
　また工学系の英語教材では，学生が将来
就職する可能性のある国内の「ものづくり」
企業等を題材にした教材が出版され，英語
学習を通して学生は日本が世界に誇る「も
のづくり」の伝統と高い技術力に思いを馳
せています。同じように体育系の学生向け
に，東京オリンピックを来年にひかえ，ス
ポーツ関連の企業（例えば，パラリンピッ
クの出場者向けの器具等を開発，販売する
企業)等を取材した英語の読み物教材の作
成も今後考えていきたいと思います。
2)今後は例えば，学生のタブレット端末
にヘッドセットを接続して，学生のスピー
チの録音や各自の振り返り，そしてプレゼ
ンテーションへ繋いでいけないか考えてい
ます。



スポーツ人文・応用社会科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　英語の多読学習には大きく分けて２種類
の本が用いられる。１つは英語を母語とし
ない日本人のような英語を外国語として学
習する学習者向けに作られたものであり，
もう１つは英語を母語とする幼児用の絵
本，子供向けに書かれた読解教材，英語母
語話者用の児童書などである。
　数年前より，私が行っている大きな研究
テーマは，英語母語話者の子供やヤングア
ダルト用に書かれた本（特に物語）の読解
に必要な特有の方略を抽出し，それに基づ
き，最終的には英語母語話者と同様の読解
方略の基礎が習得できる教材を開発するこ
とである。また，同時に，平成30年度には
これらの図書を用いた英語多読の学習を取
り入れると，なぜ学習者の英語学習に対す
るモチベーションが高まるのかを明らかに
するために，学習者に学習後の感想を書い
てもらったり，聞き取りをしたりすること
を開始した。
　この大きな研究を遂行するために，昨年
度までの研究で，英語を母語とする幼児用
の絵本，子供向けに書かれた読解教材，英

語母語話者用の児童書などを中心に調査・
分析した。また，日本人用に作られた英語
教科書類や多読用図書と英語母語話者用の
本に見られる特徴を比較分析した。
　調査・分析・比較の結果，英語母語話者
の子供やヤングアダルト用に書かれた本

（特に物語）には，日本人用に書かれた英
語の教科書や本にはあまり見られない以下
のような魅力的な言語的要素があることを
明らかにすることができた。
a）日本人用に書かれた本にはあまり見ら

れない，動作，表情，気持ちをvivid
に表す語彙が頻出する。

b）日本人用に書かれた本よりも圧倒的に
押韻（脚韻，頭韻）が多く用いられ
ている。そのため，リズム，ノリが
出る。また，音素認知力（phonemic 
awareness）が高められ，読書能力の
素地ができる。さらに，読書能力一般
を高める効果がある。

c）日本人用に書かれた本よりも，言外の
仮定条件を文脈に埋め込んだ仮定法

（控えめで丁寧な表現）が頻出する。
これにより，心の機微に触れることが
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できる。
d）日本人用に書かれた本よりも，定型表

現や陳腐な決まり文句（cliché）だけ
ではなく，flexibleでバラエティに富
んだ程度，比較，比喩の表現が豊富に
使われているため，表現に深みやユー
モアが加わっている。

e）日本人用に書かれた本よりも，理解す
るのに言葉遊び（韻を用いたものなど）
の素養やとんちが必要な要素が豊富に
含まれている。

f）日本人用に書かれた本よりも，文脈か
らの推論や他の構文からの類推など，
プロットを理解するのにひとひねりが
必要な要素が大変豊富である。

これからの研究の展望

　今後は，日本人用に作られた英語教科書
類や多読用図書を英語母語話者用の本と比
較分析し，英語母語話者用の本の読解に必
要な方略のうち，日本人用の教材では習得
しにくい項目を，具体例と共に抽出する研
究を継続して実施し，英語母語話者と同様
の読解方略を身につけるための教材作りを
さらに進めたい。また，英語多読学習のど
の部分が学習者の情意面にいい影響を与え
ているのかを，彼らの感想や聞き取りに基
づいて分析してみたい。



スポーツ人文・応用社会科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　19年間にわたる鹿児島県公立小・中学校
における体育・保健体育授業実践の成果と
課題を，新学習指導要領（小・中学校：平
成29年告示，高等学校平成30年告示）に示
されている体育科・保健体育科改訂の趣旨
及び要点と照合するなどし，これからの小・
中・高等学校の体育・保健体育授業の在り
方について模索しました。
　今回の改訂では，知・徳・体にわたる「生
きる力」を子供たちに育むために「何のた
めに学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義
を共有しながら，授業の創意工夫や教材の
改善を引き出していくことができるように
するため，全ての教科等の目標及び内容を

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現
力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三
つの柱で再整理しています。
　これまで分けて捉えていた「知識」と「技
能」とをパッケージ化して捉え直すことで，

「わかる」と「できる」との関連に着目し，
その往還を図りながら学習を展開していく
という授業の進め方が，校種を問わず定着
していくことが期待されます。

　また，体育・保健体育の目標に「課題を
見付け（発見し），・・・解決に向けた学習
過程を通して」と示されたことにより，授
業導入時に前時の振り返り，試行や試しの
ゲーム，児童生徒の実態調査や時事問題等
を取り上げるなどして，児童生徒自身に
個々及び全体の課題を見出させ，問題解
決技法を活用し練習や話合い等を充実さ
せ，その解決を図っていく「問題解決学習

（PBL:Project Based Learning）」を採用・
実践することが求められると考えられま
す。これまで主流でありました「めあて学
習」の「めあて」に当たる部分を児童生徒
自ら考えたり児童生徒なりの言葉で表現し
たりすることや，学習成果の確認（問題解
決状況の確認）の場を明確に位置付けたり，
クローズアップしたりすることになると推
察します。そうすることで，児童生徒の学
習意欲や実感する学習成果を高めることが
期待されます。
　なお，この「めあて，学習目標，学習課
題」等について，「～するためにはどのよ
うにすればよいか。～は何か。」といった
発問形式の表現にすると，児童生徒の仮説
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や予測，疑問等を引き出しやすくなると考
えます。また，授業者は児童生徒の問題解
決状況を鑑みてアプローチの仕方を取捨選
択する，させることがしやすくなることも
考えられます。授業者と児童生徒の双方向
のやりとりを生み出す状況を整えやすくな
ることが，これまでの実践の成果等から考
察できます。
　これまでに述べてきたことや，各自治体
の公立学校教員採用選考試験方法と内容，
求める教員像等から，これからの教員に求
められる資質能力のうち最も大切なものと
して，コミュニケーション能力，ファシリ
テーション能力等が挙げられます。
　教員養成機能を有する大学は，社会的
ニーズに応じた資質能力を身に付けること
のできる高等教育機関ですので，大学教職
員が専門性等の強みを発揮しながら，教員
を目指す学生をよりよく教育し，社会に輩
出することが望まれます。
　教員を目指す者の多くは，大学や教員採
用試験対策を専門とする学校等に通学し
て，あるいは実際に学校現場等で働きなが
ら，教員採用選考試験で取り上げられる教
職教養，一般教養，専門教養，論作文，面
接・集団討論・グループワーク，模擬授業・
場面指導，実技等の学習を深めているのが
現状です。教員として採用された後も，職
務をこなしながら学び続けることができる
ということは，教員の質の向上，ひいては
学校教育の質の向上につながると考えられ
ます。
　そこで，学校現場で働く教員の研修の充

実を図ることは，今後の学校教育を展望す
る上で欠かせないと考えます。教員養成機
能を有する大学の果たすべき使命の１つ
に，教員研修の充実があります。大学と各
県等の教育委員会と協働して，教員研修を
はじめとする教育課題について情報の提
供・共有を図るとともに，教員研修プログ
ラム開発等を行う体制を整備することが求
められており，今後，推進していくものと
考えられます。
　教員養成・採用・研修の在り方について，
各自治体，諸外国の実態把握をすることは，
教員の質の向上，学校教育の質の向上を考
える上で，意義や価値のあることだと考え
ます。現在，それらのことについて，調査・
研究を進めているところです。

これからの研究の展望

　これからの研究の展望として，国内外い
ろいろな地域の体育・保健体育授業の先進
的取組についての調査を通して，よりよい
授業の在り方について模索していきたいで
す。また，教員養成・採用・研修の在り方
や各自治体で実施している教員採用選考試
験方法・内容並びに求める人材像等につい
て調査したことを踏まえて，よりよい方
法・内容等について，いくつかのモデルを
提案できるようにしたいと考えています。



スポーツ人文・応用社会科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　平成30年度は大きく分けて二つありま
す。一つ目は「する」人のための社会心理
学研究です。特に私の研究室では「青年期
の競技者」を対象に研究を進めています。
青年期の競技経験はその後のスポーツ参画
率に影響を与えていることから、青年期の
競技者をどうしたら増やせるか？を大きな
テーマとして研究を進めています。今年度
はトップアスリートからの影響が青年期の
競技者の競技継続意図に影響を与えるか？
に焦点を置き、アンケート調査から検証を
進めました。その結果、トップアスリート
のスポーツパーソンシップ行動に感銘を受
けた競技者ほど自身のアスリートとしての
アイデンティティが高まり、競技を継続し
たいという意図が形成されていることが明
らかにされました。また、トップアスリー
トから直接指導を受けたことのある競技者
は自身の競技者としてのアイデンティティ
が形成しており、競技を継続したいという
意図が高いことが明らかにされました。例
えば、プロスポーツの選手が地元の子供た
ちにスポーツクリニックなどの貢献活動を

していますが、このような活動は子供たち
のスポーツ競技者としての意識を高め、将
来的な競技継続の要因の一つなりうるので
はと考えています。
　二つ目は「みる」人のための心理学的研
究です。アイトラッキング（人間の視線を
検証すること）ができる機器を使い、野球
中継中や卓球の試合中の人々の視線を検証
しています。特に広告価値という視点から、
画中に出てくる広告に視線が向かっている
のか否かを検証しています。野球の試合で
はほとんどの対象者が広告ではなくプレイ
ヤーに視線が向き、試合そのものに集中し
ている傾向があります。一方、卓球ではデ
ジタル広告を採用しているため試合の合間
に選手後方のデジタル広告に視線が向き、
広告の内容を記憶している対象者が多くい
ました。つまり、広告の出し方によって広
告価値に差異が出てくる可能性が示されま
した。図1は卓球の試合中継を見ている人
の視線移動を示したものです。選手後方に
デジタル広告に視線が向いていることが見
て取れると思います。このように人の視線
に注目したスポーツマネジメントの研究に
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も注力しています。

これからの研究の展望

　現在、簡易脳波計を使用した感性評価の
研究も進めています。具体的には脳波から
満足度、集中度、ゾーンなどの感性を分析
してリアルタイムに人々の感性を検証する
研究です。この研究においても「する」と
「みる」の二つに軸を分けて研究を進めて
います。まず、「する」では選手のモチベー
ションを上げるために作成されたモチベー

ションビデオの効果を検証しています。モ
チベーションが高まればスポーツを継続的
に実施してくれるであろうという大きな枠
組みの「する」を検証する試みです。現
在、実施した研究ではモチベーションビデ
オ視聴ではモチベーション（活性度）が上
がる選手とそうでない選手がいること、お
よび活性度が高められる選手ほどその後の
パフォーマンスが良いことなどを明らかに
しています。図2をご覧ください。

図１　対象者Aの視線配置の様子（萩原ほか，2019）

図2　モチベーションビデオ視聴時の選手の活性度変化（Hagiwara et al., 2019）



　黄色のラインの選手はビデオ後半になる
と活性度を高めています。つまり、モチベー
ションが上がっています。この選手は、ビ
デオ視聴後に実施したタイムトライアルで
ベストタイムとほぼ同じタイムで泳いでい
ます。逆に、緑のラインの選手は視聴中も
ずっと活性度が低く上がりません。この選
手のタイムトライアルの結果はベストより
も遅いタイムでした。つまり、モチベーショ
ンビデオを視聴すればすべての選手がモチ
ベーションを向上させパフォーマンスを発
揮できるかといえばそうではないというこ
とが示された結果かと思います。このよう
に、選手の「する」をささえる研究も推進
しております。次に「みる」分野では、ス
ポーツ観戦中の満足度を脳波から分析する
ことをしております。現在は実際の現場で
検証しておりますが、平成30年度ではテ
レビ視聴時の満足度を検証した結果をアウ

トプットしました。図3をご覧ください。
　図3はラグビーTV観戦時の満足度の時
系列変化を示しています。試合全体の満足
度から20％上昇したポイントを高満足度ポ
イントと定義し、そのポイントを明らかに
しています。この図3の対象者では、激し
いタックル場面、トライ場面などの場面で
満足度が増していることが読み取れます。
つまり、ラグビー競技の特性でもある身体
接触の激しさ、相手を抜く瞬間的なスピー
ドの変化、走るスピード、相手を押しのけ
るパワーなど多様なスキルが求められる競
技特性が表現されている場面において満足
度が高い傾向にあることが推察されます。
このように、時系列でかつ、リアルタイム
で満足度を推定する研究なども推進してい
ます。今後は、試合の流れ、演出の仕方な
どスポーツマネジメント分野で有用である
とされる場面も検証していきます。

図3 対象者Aの観戦時満足度（萩原ほか，2019）



スポーツ人文・応用社会科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　私の研究分野はスポーツマーケティン
グ，スポーツマネジメントです。平成30年
度に行った研究のうち，スポーツ観戦者に
関する研究をご紹介します。
　Jリーグではリーグ戦に来場した観戦者
の動向を把握するために，スタジアム観戦
者調査を2001年から毎年実施しています。
この調査は全国のスポーツマネジメント
分野の研究者の協力のもと，J1・J2・
J3全クラブのホームゲームで行われてい
ます。Jリーグのようなプロスポーツでは，
いかに多くのお客さんにスタジアムへ足を
運んでもらえるかが大きな課題となってい
ます。そのためのプロモーションやチケッ
ティングなどの戦略を考える上で，お客さ
んである観戦者のデータをリーグ全体で継
続的に収集・分析することが必要不可欠と
なっているのです。私が担当しているのは
J2に所属しているロアッソ熊本とJ3に
所属している鹿児島ユナイテッド。ここで
はスペースの都合上，ロアッソ熊本のデー
タのみをご紹介します。
　平成30年度は７月16日に熊本県民総合運

動公園陸上競技場で開催されたホームゲー
ムで調査を実施しました。主な調査項目に
は，年齢や性別などの「観戦者のプロフィー
ル」，「観戦行動の特徴」，「Jリーグとコミュ
ニティ」，「スタジアム観戦の動機」が設定
され，アンケートによりデータを収集しま
した。調査対象となった試合には　3,571
人のファンが来場し，来場者全体を反映す
るように配慮しながら443人分のデータを
得ることができました。アンケートの配布・
回収は，本学の学生・大学院生が担当しま
した(写真2)。
　主な結果として，まず「観戦者のプロ
フィール」についてですが，男女の割合は
男性がおよそ52.7%，女性が47.3%，平均
年齢は44.7歳となりました。観戦者の居
住地については，ホームクラブ応援者の
98.8%がホームタウンの熊本県内という結
果で，これはJ1・J2全体でも40クラブ
中で2番目に高い値となりました(リーグ
平均は85.6%)。次に「観戦行動の特徴」
の項目のうち，同伴者についての結果で
は，家族と一緒に観戦する割合が最も多
く56.5%。次いで友人と観戦する割合が
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26.8%，ひとりで観戦する割合が21.3%と
なりました。「Jリーグとコミュニティ」
の項目では，「Jクラブはホームタウンで
大きな貢献をしている」ことに対し肯定的
な回答をした観戦者の割合は80.9%と，ロ
アッソ熊本が地元でしっかりと受け入れら
れていることが窺えました。また「スタジ
アム観戦の動機」の項目でも，「地元のク
ラブだから」と回答された値(53.4%)が
J1・J2全体で3番目に高いという結果
が得られており，「ロアッソ熊本が地元の
クラブである」という意識がスタジアム観
戦という行動の重要な要因となっている可
能性が示されました。

これからの研究の展望

　毎年のように話題となるJリーグの観客
数ですが，2018シーズンのJ2に関しては，
1試合平均で前年より1.1%(79人)増の
7,049人となりました。一方，熊本におい
ては前年より19.6%(1,288人)減の5,269
人となりました。この減少のひとつの理由
としては，リーグ成績の低迷が挙げられま
す。実はロアッソ熊本，2018シーズンは
J2リーグ42試合中９勝７分26敗の22クラ
ブ中21位となり，J3リーグへの降格と
なってしまったのです。プロスポーツビジ
ネスでは競技上の勝敗がはっきりしている
ため，内容にもよりますが，今回のように
リーグ順位で最下位近くになると，観客動
員に代表されるビジネス面での数字も連動
して悪化してしまうことがあります。理想
としては，勝敗に左右されないクラブビジ

ネス経営，リーグビジネス経営を行うこと
なのですが，ロアッソ熊本はその課題に現
在正しく直面していると言って良いでしょ
う。今後は，勝敗に関わらずクラブを応援
し続けてくれるようなファンをどのように
育てていくのかを明らかにしていく調査研
究が求められるでしょう。
　最後にご紹介ですが，全クラブのデータ
をまとめた「Jリーグスタジアム観戦者調
査2018サマリーレポート」(写真3)がJ
リーグ公式ウェブサイト(www.j-league.
or.jp)　に公開されています。興味のある
方は是非ご覧いただければと思います。
※　写真1，写真2とも過年度のもの。

写真１　熊本県民総合運動公園陸上競技場

写真２　スタジアム調査の様子



写真３　�Ｊリーグスタジアム観戦者調査 2018
サマリーレポート



スポーツ人文・応用社会科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　平成29年に中学校学習指導要領が，平成
30年に高等学校学習指導要領が告示されま
した。今回の改訂では，「主体的・対話的
で深い学び」「カリキュラム・マネジメント」
「共生社会の実現」等のキーワードが注目
され，保健体育の授業においても，知識や
技能の習得のみではなく，学びに向かう力，
人間性等で示された指導内容を踏まえた上
で，思考力，判断力，表現力等の育成に向
けた指導について，さらなる充実や発展が
期待されています。また，生涯にわたって
豊かなスポーツライフを実現・継続し，ス
ポーツとの多様な関わり方（する，見る，
支える，知る）を選択できる資質能力の育
成についても明記され，スポーツ文化に親
しむ国民の育成に向けての方向性が示され
ました。
　これらの資質能力が社会で生かされるた
めには，まずは，生徒自身が保健体育の価
値を理解し，「保健体育」が意義のある教
科であると感じる授業づくりが重要となり
ます。そのためには，指導内容の確実な定
着を目指して，年間カリキュラム作成の際

に領域の取り上げ方や時間配当等を検討す
ること，また，単元計画を見通して，指導
内容や評価の機会を検討すること，さらに，
より効果的な指導方法や教材等を研究する
ことが必要です。
　大学の教員養成課程では，教員として必
要な資質能力を確実に身に付けさせること
が必要であるとされ，学校現場で即戦力と
なる人材の育成が求められています。そこ
で，より効率的に保健体育科教員として必
要な実践的指導力を育成できるよう，保
健体育科教育法及びダンス授業において，
様々な取組や教材開発を行いました。

⑴�　保健体育科教育法Ⅲにおける単元計画

作成・模擬授業・省察の実施

　保健体育科教育法Ⅲの授業では，体つく
り運動，球技（ゴール型，ネット型），体
育理論，保健の各領域について，学生たち
がグループで単元計画を作成し，その計画
に基づいて指導案を考え，模擬授業（学生
が教師役となり，生徒役の学生を指導する）
を行いました。これまで様々な講義や実技
等の授業を通して得た知識や技能を，中学

　　　　　　栫
かこい

　　　ちか子　　講師

　　□保健体育の学習指導要領に基づいた授業づくり
　　□学校体育における表現・ダンスの指導方法と評価



生や高校生を対象とした50分の「授業」と
して成立させるためには，基本的な教授技
術に加え，学習指導要領に示された「知識
及び技能」「思考力，判断力，表現力等」，「学
びに向かう力，人間性等」の指導内容をど
のように授業に組み込むかを考え，指導方
法や教材づくり等，様々な準備・工夫が必
要です。そこで，単元計画を作成する際に，
学習指導要領の内容を学習過程に反映でき
るよう，簡易単元構造図フォーマットを作
成し，学生がパズルのような形式で単元計
画作成を学べるよう，教材を開発・工夫し
ました。その結果，単元での指導内容が明
確となり，指導案作成，模擬授業，そして
省察という流れを繰り返し行うことで，学
生一人一人の教授技術がレベルアップし，
より実践的な指導力を身に付けることがで
きました。

⑵�　ダンス実技授業における技能評価力向

上を目指した実践

　学校体育における「表現運動系・ダンス」

領域では，「表現・創作ダンス（以下，表
現系ダンス）」「フォークダンス」「リズム
ダンス・現代的なリズムのダンス（以下，
リズム系ダンス）」を学びます。中でも「表
現系ダンス」と「リズム系ダンス」は，決
められた振付のない自由なダンスが特徴で
す。しかし，「自由」であるが故に，どの
ような動きが「良い」動きなのかが明確で
なく，より良い動きを指導する際にも必要
となる評価観点については課題が残されて
いました。そこで，複数のダンス専門家や
体育の教員を対象にインタビュー調査を行
い，表現系ダンスとリズム系ダンスの技能
評価観点を図にまとめました。
　ダンス実技の授業では，これらの技能評
価観点構造図を用いて，表現系ダンスやリ
ズム系ダンスの動きを観察しながらの技能
評価を実施しました。授業前と比較して授
業後には，より多くの観点から動きを観察
できるようになり，技能評価力の向上が見
られました。

写真１ 単元計画作成 写真２ 模擬授業



これからの研究の展望

　今後は，教員志望学生のより高度な実践
的指導力の育成を目指し，保健体育科教育
法をはじめとする教職科目の授業方法を検
討し，効果的・効率的かつ学びが深まる教
材の開発に努めます。また，昨年度作成し
た表現系ダンスとリズム系ダンスの技能評
価観点構造図については，学校体育のダン
ス授業の中で使用できるよう改良し，その
効果について検証を進めていきます。

図１ 表現系ダンスの技能評価観点構造図 図２ リズム系ダンスの技能評価観点構造図



スポーツ人文・応用社会科学系

氏　名

主な研究テーマ

平成30年度の研究内容とその成果

　多くのスポーツ選手は，優れた競技成績
をあげることを目標に日々の練習に取り組
んでいます。そこでこの研究では，スポー
ツの競技成績に関わる要因の解明を目指し
て，スポーツや運動の能力について選手が
もつ信念の違いと成績の関連について調べ
ることとしました。
　個人がもつ信念の影響については，既に
学業場面を対象に研究が進められてきてい
ます。それらの研究によると，学業場面の
能力である「知能」についての考え方は，
自身の努力によって増やすことができると
いう増大的信念と自身での制御は困難とい
う固定的信念に分かれ，前者の信念を持つ
者は後者に比べて，困難な課題に直面した
際にも成績を維持しやすいことが報告され
ています。このような先行研究を基に考え
ると，様々な困難を乗り越えた結果である
競技成績に対しても，固定的信念よりも増
大的信念が関連すると予想することができ
ます。
　一方で，個人の信念を測定する方法には
次の２種類が存在します。１つ目は，質問

紙を用いて測定する方法です。この方法は，
調査対象者が意識的に質問を読みそれに対
する回答を選択するため，顕在的指標と考
えられています。２つ目は，反応時間を用
いて測定する方法です。この方法は，調査
対象者に出来る限り早い反応，つまり，よ
り直感的な選択を要求するため，潜在的指
標と考えられています。そして，潜在的指
標の方が，私たちの実際の行動との関連が
強くみられることも明らかにされていま
す。これを考慮すると，競技成績と増大的
信念との関連は，顕在的指標よりも潜在的
指標においてより顕著にみられる可能性が
あると考えられます。
　自転車競技，陸上，水泳を専門とする大
学生競技者を対象に調査を行った結果，ま
ず顕在的指標によって信念を測定した場合
にはいずれの競技に関しても信念と競技成
績の間に関連はみられませんでした　(図
１)。一方，潜在的指標によって信念を測
定した場合には，自転車競技において増大
的信念をもつ選手ほど競技成績が優れてい
るという結果が得られました　(図２)。そ
こでさらに自転車競技選手の結果を種目別
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いく

　留
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さ

　智
ち

　　　講師

　　□運動能力についての信念と競技成績の関係



に検討してみたところ，中・長距離選手に
おいて，信念と成績の強い関連が明らかに
なりました(図３)。
　以上の結果より，自転車競技の中・長距
離において優れた競技成績と増大的信念の
間に顕著な関連が確認されました。今回の
調査において対象となった陸上選手及び水
泳選手の中には中・長距離の選手が含まれ
ていなかったことを考慮すると，上記の関
連は，自転車競技選手に特有にみられるも
のではなく，中・長距離選手に特有にみら
れるものなのかもしれません。
　運動に対する信念と動機づけの関連を調

べた研究では，増大的信念が運動への楽し
さを感じることにつながることが明らかに
されています。そのため，中・長距離種目
のように苦しい練習が必要となる種目で
は，増大的信念をもつことが苦しい練習の
中にも楽しみを見いだすことにつながり，
それが競技成績につながりやすかったと解
釈することができます。一方で，このよう
な関連は潜在的指標によって信念を測定し
た場合にのみ見られたことから，無理矢理
あるいは意識的に能力が増大的であると思
い込むことにはあまり意味がないと思われ
ます。
　以上のことから，本研究では，優れた競
技成績を目指す上でどのような信念をもつ
べきかが明らかになりました。具体的には，
潜在的に自身の能力の増大可能性を信じる
ことがより優れた競技成績につながる可能
性があると言えます。

これからの研究の展望

　今後は，より多様な競技種目の選手を対

図１．信念（顕在的指標）と競技成績の関係

図２．信念（潜在的指標）と競技成績の関係

図３．自転車選手の信念（潜在的指標）と競技
成績の関係

最
高
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象とした調査を行うことで増大的信念の重
要さを検証していくことに加え，スポーツ
選手の潜在的な増大的信念を育んでいく方
法についても検討される必要があると考え
られます。

追記

　なお，以上の調査は西森彩良々さんの平
成30年度卒業研究において実施・報告され
たものです。
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